
セメント〔全国上位３港〕 完成⾃動⾞〔九州上位３港〕
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⾏橋市
ゆくはし

苅⽥町
かんだまち

築上町
ちくじょうまち

⽥川市
たがわ

︓現況
︓整備後
（拡⼤範囲）

<10分圏域>

■国道２０１号みやこ行橋バイパスは、福岡市東区と苅田町を結ぶ国道２０１号の一部を構成し、隣接区間と一体と

なったバイパス機能の確保により、円滑で安全な道路ネットワークを構築することを目的とする道路。

■みやこ行橋バイパスの整備により、交通渋滞の緩和を図るとともに、産業拠点や港湾、救急医療施設等へのアクセス性

向上による産業活動の活性化や救急医療活動の支援に期待。

事 業 区 間 ：福岡県京都郡みやこ町勝山松田

～福岡県行橋市吉国

延 長： ７．４ｋｍ

全体事業費： ６１０億円

Ｒ ７ 当 初 ： ０.５億円（事業費）

国道２０１号 みやこ行橋バイパス【直轄】 道路－１
ゆく はし

新規

《当該区間の課題と効果》

《路線位置図》

《位置図》 《諸元等》
■渋滞 ■産業

ゆく はし ふく おか かん だ まち

ふく おか み や こ まち かつ やま まつ だ

ふくおか ゆくはし よし くに

▲移出貨物量ランキング【セメント】▲移出貨物量ランキング【完成自動車】

▲第二次救急医療施設の人口カバー率

●対象区間の平均旅行速度
【現況】 34km/h ⇒【整備後】60km/h

●国道201号現道の混雑度
【現況】 1.37 ⇒【整備後】0.59

●みやこ町勝山地区の10分圏人口カバー率
【現況】 32％ ⇒【整備後】43％(11％増加)

●香春町セメント工場～苅田港の所要時間
【現況】 43分 ⇒【整備後】36分(約7分短縮)

■医療
資料：ETC2.0データ（R5.10平日、大型車）

▲国道201号現道区間の速度

▲第二次救急医療施設の時間圏

資料：時間圏:R3全国道路･街路交通情勢調査、人口:R2国勢調査

※【現況】R3全国道路･街路交通情勢調査混雑時旅行速度
【整備後】みやこ行橋バイパス区間を60km/hで算出

資料：【速度】ETC2.0プローブデータ（R5.10平日）

【交通量】R3全国道路･街路交通情勢調査

資料：R5港湾統計

※【現況】R3全国道路･街路交通情勢調査混雑時旅行速度
【整備後】みやこ行橋バイパス区間を60km/hで算出

▲苅田港移送貨物の輸送ルート
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みやこ行橋バイパス福岡県
ふくおか

かわらまち

⾄ ⾹春町

ゆくはし

⾄ ⾏橋市
【写真】勝山新町交差点の渋滞状況

※旅行速度：【現況】 R3全国道路･街路交通情勢調査混雑時旅行速度
【整備後】みやこ行橋バイパス区間を60km/hで算出

混雑度：【現況】R3全国道路･街路交通情勢調査
【整備後】将来交通量推計結果より算出
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福岡３号 交通安全対策【直轄】
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■当該箇所は、近年周辺の住宅地整備に伴い歩行者が増加し、特に登下校時には信号待ちの小学生が歩道部で溢れかえ

っており、交通誘導員による誘導で対応している状況。

■本事業において、歩道橋を整備することにより、歩行者の安心・安全な歩行空間の確保を図る。

道路－２新規

事業箇所

岡垣東中学校
３
国 道

ROUTE

３
国 道

ROUTE

事業箇所
延⻑0.1ｋｍ通学路

⼭⽥⼩学校 ⽂

歩道橋設置

⾄
北
九
州
市

ऌ
ञ
ऌ

अ
ख

अ

⾄
福
岡
市

ऴ
ऎ
उ
ऊ

岡垣バイパス東交差点歩道橋整備

事業区間：福岡県遠賀郡岡垣町東高陽

事 業 量：１箇所

Ｒ７当初：０．１億円（事業費）

〇国道３号 岡垣バイパス東交差点歩道橋整備
《諸元等》《位置図》

おんが おかがき まち ひがしこうよう

《計画平面図》

《現地状況写真》
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登下校の際、歩⾏者が集中し交通誘導員が誘導を実施
⾄ 北九州市

きたきゅうしゅう

⾄ 福岡市
ふくおか

写真②

信号待ちの⼩学⽣が歩道部で溢れかえっている

⾄ 北九州市
きたきゅうしゅう

⾄ 福岡市
ふくおか

写真①

《路線位置図》

３
国 道

ROUTE

おかがき



国道３号 博多バイパス（下臼井～空港口）【直轄】 道路－３継続

■国道３号博多バイパス（下臼井～空港口）は、福岡市北東部に位置し、交通環境（渋滞）の改善を目的とする道路。

■博多バイパス（下臼井～空港口）の立体化整備により、多車線道路における輻輳する交通を適切に機能分担することで、
渋滞緩和及び安全性の向上を図るとともに、定時性・速達性向上による物流活動や医療活動の支援に期待。

《位置図》

福岡県福岡市東区二又瀬新町

～福岡市博多区榎田

１．６ｋｍ

３６０億円

２０．０億円（事業費）

ふた また せ しん まち

えのき だ

《諸元等》

《路線位置図》

《整備効果》
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▲物流関連企業の集積と救急搬送ルート

千早駅～福岡空港間の所要時間
【現況】２５分 ⇒ 【整備後】２０分（５分短縮）

東消防署～済生会病院間の所要時間
【現況】４０分 ⇒ 【整備後】３５分（５分短縮）

資料：ETC2.0プローブデータ（R4年度平日）
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▲松島交差点から空港口交差点までの所要時間別の割合
まつしま くう こう ぐち

⾮混雑時には81％の⾞両が
10分以内に通過

混雑時には83％の⾞両が10分以上を
要するうえ所要時間の幅が⼤きい

※混雑時と非混雑時における
所要時間別割合

※混 雑 時：7時～ 9時
17時～19時

※非混雑時：9時～17時

非混雑時

混雑時

資料︓ETC2.0プローブデータ（R4年9⽉〜11⽉の平⽇）

■物流・医療
信号交差点を通過する数

【現況】７箇所 ⇒  【整備後】０箇所
※立体部を通過した場合

（所要時間）

︵
所
要
時
間
भ
割
合
︶

7時台 18.0 21.3 15.1 # # 15.9 11.0 10.8 12.2 # # 26.1 18.1 10.3 20.2 16.5 23.7 33.8 28.8 26.6
8時台 13.6 14.0 11.3 # # 10.2 8.0 8.4 10.7 # # 21.2 11.7 8.1 18.2 15.3 20.4 29.6 25.7 23.8
9時台 24.8 36.8 19.0 # # 27.1 19.3 17.0 15.0 # # 25.0 17.3 10.2 18.4 16.0 20.4 30.3 28.9 27.4
10時台 28.3 39.7 19.3 # # 30.2 26.6 25.6 18.5 # # 28.2 21.6 11.1 20.6 17.4 21.8 32.5 30.6 28.5
11時台 27.7 39.6 19.5 # # 30.2 27.4 27.4 19.5 # # 29.3 22.0 11.2 21.1 17.5 21.9 34.0 32.0 29.4
12時台 26.6 40.3 20.4 # # 31.0 28.6 29.1 20.7 # # 30.1 23.0 11.5 21.9 18.2 22.2 34.0 31.6 29.2
13時台 27.2 39.2 20.0 # # 30.8 27.9 27.2 19.3 # # 29.4 22.5 11.2 21.6 18.0 22.2 32.5 29.5 27.4
14時台 26.2 38.7 18.8 # # 29.8 25.4 24.1 18.1 # # 28.3 20.9 10.8 20.5 17.2 21.4 32.3 30.3 28.2
15時台 24.0 35.4 17.7 # # 28.8 24.5 23.0 17.2 # # 27.5 19.3 10.4 20.4 16.9 20.8 32.0 29.5 27.6
16時台 22.9 33.4 17.4 # # 28.6 23.1 20.5 15.9 # # 27.0 17.8 10.1 21.3 17.0 20.5 32.5 30.1 27.8
17時台 22.1 29.2 17.1 # # 20.1 12.8 11.3 12.1 # # 25.1 15.5 9.0 20.9 17.9 24.1 35.2 30.0 27.2
18時台 20.1 25.0 16.3 # # 16.8 11.7 10.4 11.8 # # 25.0 14.0 8.6 19.5 17.2 24.0 33.0 27.4 24.7

7時台 11.2 15.5 25.6 # # 29.8 15.1 18.5 15.9 # # 8.9 7.5 9.7 10.0 15.8 15.9 16.1 23.5 27.8
8時台 11.2 15.2 23.5 # # 29.2 14.8 18.8 16.5 # # 9.6 10.5 14.8 14.2 24.8 22.7 23.1 33.1 36.0
9時台 10.5 14.8 27.1 # # 31.7 14.9 18.8 16.5 # # 10.1 10.9 14.7 14.0 23.5 20.8 19.1 27.4 30.2
10時台 10.7 14.9 28.6 # # 31.8 14.8 19.4 16.7 # # 9.5 8.7 10.9 10.9 17.5 16.1 14.5 19.7 21.8
11時台 11.1 17.1 31.5 # # 31.9 14.6 19.7 17.1 # # 9.9 10.1 12.9 11.8 19.2 17.5 15.9 22.2 24.7
12時台 10.5 15.4 27.7 # # 31.8 14.5 20.2 17.3 # # 10.7 12.5 16.5 14.2 23.2 20.5 18.5 26.8 29.5
13時台 10.8 16.3 30.1 # # 32.4 14.5 20.2 17.5 # # 11.1 14.3 19.1 15.5 25.9 22.1 19.7 29.0 31.8
14時台 10.3 14.4 27.5 # # 31.8 14.7 19.6 17.0 # # 10.0 11.2 15.1 13.6 22.8 20.1 18.4 26.9 29.8
15時台 10.1 14.3 27.9 # # 32.1 14.8 19.7 17.2 # # 10.4 12.6 16.5 12.6 21.2 19.2 17.5 25.5 28.7
16時台 9.8 15.1 29.0 # # 31.9 14.9 20.0 17.4 # # 10.8 14.4 18.6 12.2 20.3 19.1 17.6 25.5 29.1
17時台 8.9 11.9 19.0 # # 29.0 14.7 20.0 16.5 # # 9.6 10.3 12.9 8.9 14.0 14.3 13.6 18.2 20.6
18時台 7.8 9.4 12.7 # # 20.7 14.6 19.3 16.1 # # 8.8 7.6 9.0 7.2 10.2 9.6 8.6 9.8 10.8

下り線では、ピーク時に特定区間で10km/h未満となる速度低下が発生

主要渋滞箇所

榎田

空港口

新二又瀬橋

下臼井

福岡空港

至

久
留
米
市

至

北
九
州
市

下り線

上り線

速度凡例
10km/h未満

10.0 10〜20km/h
20.0 20〜30km/h
30.0 30〜40km/h
40.0 40〜50km/h
50.0 60km/h以上

社領
３丁目

二又瀬
公園

大井
１丁目

大井
１丁目南

上り線では、ピーク時で複数交差点に
わたり速度低下が発生

▲対象区間の交通状況

対象区間（松田交差点～豊2丁目交差点間）の
平均旅行速度

【現況】13km/h ⇒  【整備後】40km/h（27km/h向上）

豊2丁目

松田

※平均旅行速度：ピーク時の上下平均速度

※ピーク時 ：所要時間が最も長い時間帯

松島3丁目

事業中区間

資料：ETC2.0プローブデータ（R4年度平日）

写真① 至 北九州市

至 福岡市

▲事業中区間の混雑状況（R3.12.21 17時台）

E3

Ｎ

東区

博多区

事業中区間
約１．６ｋｍ済生会福岡総合病院

救命救急センター
(第３次救急医療施設)

福岡市消防局
東消防署

博多港

アイランドシティ

福岡IC

福岡空港博多駅

千早駅

至 久留米市

至 北九州市

至

飯
塚
市

至

糸
島
市 物流関連企業

救急搬送ルート

現況 ：ETC2.0プローブデータ（R4年度平日ピーク時平均旅行速度）

整備後：ETC2.0プローブデータ（R4年度平日ピーク時平均旅行速度）※

※整備区間は設計速度で算出（立体部60km/h、平面部50km/h）

事 業 区 間 ：

延 長：

全体事業費：

Ｒ ７ 当 初 ：

はか た



宮若IC

宮⽥ｽﾏｰﾄIC

鞍⼿IC
⼋幡IC

古賀IC

福岡IC

須恵ｽﾏｰﾄIC

⼩倉南IC

北九州JCT

⼩倉東IC

苅⽥北九州
空港IC

⾏橋IC
今川ｽﾏｰﾄIC

みやこ豊津IC

築城IC

椎⽥IC
椎⽥南IC

⼋⽊⼭バイパス
延⻑13.3㎞

福岡空港

飯塚市

⽥川市

福岡市

博多港

完成自動車移出量

九州第3位

穂波⻄IC

⾃動⾞組⽴⼯場
⾃動⾞組⽴⼯場

⾃動⾞組⽴⼯場

⾃動⾞組⽴⼯場

北九州市
北九州港

完成自動車移出量

九州第1位

苅⽥港

北九州空港

国道201号沿線地域に
部品メーカーが集積

▲旅行速度の隣接区間比較
資料:ETC2.0プローブデータ（R5.10平日平均）福岡←田川18時台

混雑度：R3道路交通センサス

■地域産業の支援
旅⾏速度 混雑度

46km/h
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38

筑穂
トンネル

九郎原
トンネル

ちく ほ

く ろう ばる

国道２０１号 八木山バイパス【直轄】

発⽣回数 発⽣頻度

（年度）

資料：国土交通省
（※R6年度は4～2月の発生頻度より回数を想定）

▲ 通行規制の発生状況

増加傾向

1回あたりの
通⾏規制時間

約90分（R5年度平均）

■国道２０１号八木山バイパスは、福岡都市圏と筑豊地域を結ぶ国道２０１号の２車線区間を４車線化することにより、

交通ボトルネックを解消し、信頼性の高いネットワークを構築するとともに、対面通行区間を解消し、安全・安心の

確保を目的とする４車線拡幅事業。

■八木山バイパスの整備により、事故や積雪時のスタック車両等による交通規制のリスクが軽減され、物流の速達性、

定時性が確保されることで地域産業の支援に期待。

道路－４

や き やま ちく ほう

や き やま

や き やま

《路線位置図》

福岡県

　八木山バイパス

《位置図》
やきやま

※有料道路事業と公共事業の組み合わせによる整備方式

や き やまふく おか ひがし いい づかしょう ない た がわ

筑穂IC
ちく ほ

写真 ①
写真 ②

延長5.7km

R7.3.30開通
延長7.6km

R11年度開通予定
ゆ
く
は
し

事業区間：福岡県糟屋郡篠栗町篠栗

～飯塚市弁分

延 長：１３．３ｋｍ

全体事業費： ４６５億円

Ｒ７当初：２８．３億円（事業費）

かす や ささ ぐり まち ささぐり

《諸元等》

いいづか べん ぶん

自動車部品輸入量

九州第１位

篠栗IC

筑穂IC 穂波東IC

⼤宰府IC

：自動車組立工場

：自動車部品関連工場

：自動車関連物流経路

《整備効果》

【写真 ②】正面衝突事故の発生状況
至 福岡市

至 行橋市

H28.8.31
正面衝突事故

約 6 時間通行止め

(穂波西IC付近)
ほ なみにし

H30.1.10
積雪時

約 7 時間通行止め 至 福岡市

至 行橋市
(篠栗IC付近)

【写真 ①】スタック車両の発生状況
ささぐり

■交通規制のリスク軽減

継続

Ｅ３

Ｅ３

Ｅ10

出典：自動車部品輸入量、完成自動車移出量「港湾統計資料（R5）」

（４車線） 宮若市
みやわか

（２車線）

速度低下

旅
行
速
度

混
雑
度

福岡東
バイパス

八木山
バイパス

飯塚庄内田川
バイパス

R7.3.30開通
延⻑5.7km

R11年度開通予定
延⻑7.6km

や    き    やま



国道２０８号 荒尾道路・有明海沿岸道路（大牟田～大川）・大川佐賀道路 【直轄】 道路－５継続
おお かわ さ がおお む た お お か わあら お

■荒尾道路、有明海沿岸道路（大牟田～大川）、大川佐賀道路は、重要港湾三池港や九州佐賀国際空港などの広域交通

拠点及び有明海沿岸の都市群を連携する「有明海沿岸道路」の一部を構成する道路。

■有明海沿岸道路の整備により、災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するとともに、定時性や

速達性向上による沿線地域の連携・交流促進や広域拠点との物流効率化に期待。

あら お あり あけ かい えん がん おお む た おお かわ おお かわ さ が み いけ さ が

あり あけ かい えん がん あり あけ かい えん がん

《位置図》

福岡県

佐賀県

熊本県

《諸元等》

資料：各自治体産業振興課等

：立地企業・工業団地

：有明海沿岸道路の開通延長

：商業施設等：大学、医療施設

：企業等の進出・増設数累計

企
業
等
の
進
出
・
増
設
累
数
（
社
・
校
合
計
）

企
業
等
の
進
出
・
増
設
累
数
（
社
・
校
／
年
）

有
明
海
沿
岸
道
路
の
開
通
延
長
（

／
年
）

km

《整備効果》

大川佐賀道路

延長9.0Km

おお かわ さ が

有明海沿岸道路（大牟田～大川）

延長27.5Km
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みつはし

とくます

やまと きた

たか だ

くろさき

おお む た きた

けんろう

おお む た

みいけこう

資料：各自治体産業振興課等

事業中区間

開通区間

調査中区間

国道208号（並行区間）

あら お きた

やまと みなみ

《路線位置図》

※「ハザードマップポータルサイト」を加工して作成

開通済み

事業中区間

凡 例

浸水した場合に想定される水深
(ランク別)

0.5m未満の区域

0.5～3.0m未満の区域

3.0～5.0m未満の区域

5.0～10.0m未満の区域

10.0～20.0m未満の区域

20.0m以上の区域

市町境界

河川等範囲

浸水想定区域の指定の

対象となる洪水予報河川

および推移周知河川
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あらおきた

熊本県

佐賀県
福岡県

大牟田市

みやま市

柳川市

大川市

佐賀市

荒尾市

大川佐賀道路

延長9.0Km

おおかわ さ が

延長27.5Km

ありあけかいえんがん

有明海沿岸道路（大牟田～大川）
おおむ た おおかわ

筑
後
川

早
津
江
川

有明海

大木町

筑後市

南関町

■洪水浸水想定区域

■浸水時横断イメージ図 （大野島IC）

■有明海沿岸道路沿線地域の企業等の進出状況推移

荒尾道路

延長2.2Km

あら お

荒尾道路
延長2.2Km

あらお

江北町

白石町
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あ り あ け か い え ん が ん

事 業 区 間：

延 長：

全体事業費：

Ｒ ７ 当 初：

熊本県荒尾市荒尾～佐賀県佐賀市嘉瀬町

３８．７km

荒尾道路 ： ２．２km
有明海沿岸道路（大牟田～大川） ： ２７．５km
大川佐賀道路 ： ９．０km

３，８４７億円
荒尾道路 ： ２３０億円
有明海沿岸道路（大牟田～大川） ：２，６３１億円
大川佐賀道路 ： ９８６億円

７１．５億円（事業費）
荒尾道路 ： １．５億円
有明海沿岸道路（大牟田～大川） ： ４３．５億円
大川佐賀道路 ： ２６．５億円

あら お あら お さ が か せ

あり あけ かい えん がん

荒尾道路

有明海沿岸道路(大牟田~大川）

大川佐賀道路

あら お

ありあけかいえんがん

おおかわ さ が



国道４９７号 今宿道路【直轄】 道路－６継続
い ま じ ゅ く

■国道４９７号今宿道路は、西九州自動車道の一部を構成し、九州北西部地域の地域経済の活性化、高速定時性の確保等

に寄与するとともに、周辺地域の交通混雑の解消を目的とする道路。

■今宿道路の整備により、災害時の代替路を確保するとともに、救急医療施設へのアクセス性向上による地域医療活動の

支援に期待。

《諸元等》《位置図》

《路線位置図》

いま じゅく

三次救急医療施設
福岡大学病院

《整備効果》

延長0.2km 延長11.3km

所要時間の変化

※令和３年度 全国道路・街路交通情勢調査（混雑時旅行速度）を基に、
糸島市役所旧二丈庁舎から最寄りの三次救急医療施設にて算出

今宿道路整備なし

福
岡
大
学

病
院

糸
島
市
役
所
旧
二
丈
庁
舎

約56分

今宿道路整備あり

約23分

約33分
短縮！

■当該道路の整備により、三次救急医療施設への搬送
時間の短縮（約56分⇒約23分）が図られ、定時性の
向上により安定的な搬送を確保。

■当該道路の整備により、一般道に災害があった場合
でも、強靱で信頼性の高いネットワークを構築

福岡県福岡市西区拾六町

～糸島市二丈福井

２３．３ｋｍ

２，７９１億円

１４．０億円（事業費）

じゅうろくちょう

にじょう ふく い

にし

いとしま

開 通 済
事 業 中

洪⽔浸⽔想定区域

津波災害警戒区域

⼟砂災害危険区域

▲H22.7.13 道路冠水 ▲H22.7.13 法面崩壊

いま じゅく

延長3.0km
事業中

写真➀➁

写真➀ 写真➁

（糸島市加布里地区）
いとしま か ふ り

（糸島市二丈浜窪地区）
いとしま にじょうはまくぼ

至 唐津市

至 福岡市 至 福岡市

至 唐津市

事業区間 ：

延 長：

全体事業費：

Ｒ ７ 当 初 ：

いまじゅく

Ｎ

福岡県

今宿道路

凡 例



■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を推進することで、災害時における緊急輸送道路の機能確保並びに安全で快適な歩行空間の確保

を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

福岡３号 電線共同溝【直轄】

《諸元等》

《現地状況写真》

《位置図》

《対策イメージ》

○国道３号 千早・名島地区電線共同溝
ち は や な じ ま

《路線位置図》

事 業 区 間：福岡県福岡市東区千早５丁目

～福岡市東区箱崎７丁目

延 長 ： ４．６ｋｍ（上下）
全体事業費 ：９２.０億円
Ｒ ７当 初 ：  ４.６億円（事業費）

はこざき

ひがし

ひがし

ちはや

至 太宰府市

至 北九州市

※工事着手前

《整備効果》

歩行空間の確保

緊急輸送道路の機能確保

良好な都市景観の形成

◎電線共同溝とは、道路の地下空間を活用して電力線、通信線等をまとめて収容する手法

道路－７継続

千早・名島地区電線共同溝

至）北九州市

写真

福岡IC

香椎副都心地区

千早・名島地区電線共同溝
延長 ４．６km（上下）

（起）福岡市東区千早
ふくおか ち は や

福岡都市高速

九州縦貫自動車道

国土地理院地図を加工して作成

ち は や な じ ま

貝塚病院

千早病院

（終）福岡市東区箱崎
ふくおか はこざき

福岡県庁

福岡市東区役所

至）太宰府市
だ ざ い ふ

道路閉塞の恐れ

都市景観の阻害

ちはや なじま

○大規模災害（地震、竜巻、台風等）が起きた際に、電柱等が倒壊するこ
とによる道路の寸断を防止。

○景観の阻害要因となる電柱・電線をなくし、良好な景観を形成。



佐賀２０２号 交通安全対策【直轄】

■当該箇所は、伊万里市南波多郷学館（小・中学校）への通学路として利用されており、児童・生徒が日常的に通行

しているが、歩道幅員が極めて狭小な区間が存在し、児童・生徒の安全が確保されていない状況。

■本事業において、歩道を整備することにより、児童・生徒の安心・安全な歩行空間の確保を図る。

道路－８新規

事業区間：佐賀県伊万里市南波多町

事  業  量：０．２ｋｍ

Ｒ７当初：０．１億円（事業費）

〇国道２０２号 水留歩道整備
《諸元等》《位置図》

い ま り     みなみ  は た ちょう

《計画平面図》

《計画横断図》（Ａ-Ａ断面)

《現地状況写真》

（現況） （計画）

い ま り     みなみ  は た きょうがくかん

つづみ

水留歩道整備 延長 0.2kｍ

至 
唐
津
市

か
ら 
つ

至 

伊
万
里
市

い 

ま 

り

A

A’

0.803.25
(車道)

3.25
(車道)0.50

10.50

0.50
(歩道)

2.20
(歩道)

7.80

Ａ'Ａ

0.803.25
(車道)

3.25
(車道)

1.50

13.50

2.20
(歩道)

8.802.50
(歩道)

Ａ'Ａ

至 唐津市
から つ

至 伊万里市街
いまり

至 唐津市
から つ

至 伊万里市街
いまり

写真①

写真① 写真②

 ：通学路

自動車交通量：9,715台/日

事業箇所
延長 0.2km

南波多谷口IC

南波多郷学館
（小・中学校）

文

（単位：ｍ）（単位：ｍ）

《路線位置図》

みなみ は た   きょうがくかん

つづみ

至 唐津市
からつ

至 伊万里市街
い ま り



■国道３号鳥栖拡幅は、交通結節点である鳥栖ＩＣ付近の交通渋滞の緩和や交通安全性の向上による地域生活環境の改善

及び周辺の開発計画の支援等を目的とする４車線拡幅事業。

■鳥栖拡幅の整備により、交通混雑の緩和による物流効率化が図られ、地域経済・産業活性化の支援に期待。

30.6%

11.4%

0% 10% 20% 30% 40%

鳥栖拡幅

区間

九州平均

と す

と す

《 路線位置図 》

▲ 事業中区間の交通状況（R6.6）

▲ 大型車混入率(R3)

九州平均の
約３倍

▲ 所要時間の変化(姫方町～商工団地北入口)

岡

小郡鳥栖南SIC
R6.7開通予定

県
道
鳥
栖
朝
倉
線

佐賀県

と す

鳥栖拡幅

資料：[現況]ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ(R5.4～R6.3 平日混雑時）、［将来］交通量推計結果

と す
Ｎ

写真①

鳥栖拡幅 延長2.4km

商工団地北入口

曽根崎

原町南原町

姫方町

凡 例
高速道路
国道
主要地方道
一般県道
市道
２車線
４車線

事業中区間
開通区間

主要渋滞箇所
(※事業中区間のみ標記)

福岡県

永吉

写真②

至 大分市

至 佐賀市

鳥栖商工団地

グリーン・
ロジスティクス・
パーク鳥栖

写真①

サザン⿃栖
クロスパーク

（R12操業開始予定）

事業対象区間
には物流企業
が多数立地

現況

［2車線］

将来

［4車線］

7分

3分

0 2 4 6 8 （分）

約４分
短縮

資料：R3全国道路・街路交通情勢調査

国道３号 鳥栖拡幅【直轄】 道路－９継続

と す

と す

《位置図》 《諸元等》 《整備効果》

事 業 区 間：佐賀県鳥栖市姫方町

～鳥栖市酒井西町

延 長：２．４ｋｍ

全体事業費：１２６億円

Ｒ ７ 当 初：８．０億円（事業費）

と す ひめ かた まち

さか い にしまちと す

※九州平均：「直轄国道」・「市街地DID」・「２車線以下」を対象

凡 例
高速道路
国道
主要地方道
２車線
４車線

事業中区間
開通区間

写真①

先詰まりに
よる渋滞

写真②
物流車両が
多数走行

至 久留米市

至 福岡市

至 久留米市

至 福岡市

写真②

と す



■国道４９７号伊万里道路は、西九州自動車道の一部を構成し、九州北西部地域の地域経済の活性化、高速定時性の確保

等に寄与するとともに、伊万里地域の幹線道路である国道２０２号の代替機能確保を目的とする道路。

■伊万里道路の整備により、所要時間の短縮による物流効率化を促進し、地域拠点間の連携確保の強化に期待。

い ま り

《位置図》

国道４９７号 伊万里道路【直轄】 道路－１０継続
い ま り

《諸元等》

事 業 区 間：佐賀県伊万里市南波多町府招

～伊万里市東山代町長浜

延 長： ６．６ｋｍ

全体事業費： ４２９億円

Ｒ ７ 当 初：１２．０億円（事業費）

い ま り みなみ は た ちょう ふ まねき

ひがしやましろちょう なが はまい ま り

《整備効果》

《路線位置図》

西 九 州 自 動 車 道

佐賀県

福岡県

福重JCT

今宿IC

拾六町IC

周船寺IC前原IC二丈IC(仮称)

二丈
鹿家IC

浜玉
IC

唐津
IC

唐津
千々賀
山田
IC

北波多
IC

伊万里
中IC

（仮称）

伊万里
西IC

（仮称）

楠久IC
（仮称）

山代
久原IC

今福IC
調川IC

松浦IC

博多港
伊万里

港

糸島市
南波多
谷口IC

伊万里
東府招IC

唐津港

伊万里市

唐津市

福岡市

松浦市

福岡空港

長崎県

伊万里道路
延長6.6km

い ま り 広域図

▲伊万里市進出企業（累計）

対象区間：長浜工業団地(東山代町長浜)から
博多港(東浜IC)までの区間

資料：H17、R3の所要時間は、全国道路・街路交通情勢調査
における平日混雑時旅行速度を用いて算出。
将来の所要時間は、R3所要時間をベースに伊万里
道路の区間を設計速度80km/hとして試算。

▲西九州道の整備による
所要時間の変化

博多港・福岡空港から
国内・国外へ

【伊万里道路を活用した製品輸送の例】

西九州自動車道利用
半導体基盤輸送

半導体
基盤輸送

博多港

福岡空港

半導体基盤
製造工場

伊万里港
半導体
原料輸送

国内・国外の
半導体

製造工場へ

資料：伊万里市ヒアリング（R6.6）

48社進出
（H17→R5）

約18分

短縮 約16分
短縮107分

89分
73分

将来
伊万里道路
整備後

R3
唐津道路・

唐津伊万里道路
全線開通後

H17
唐津道路
一部開通

所
要
時
間

（分）

伊万里西IC
（仮称）

伊万里松浦道路

世界シェア第２位 半導体基盤メーカー（長浜工場）

至

福
岡
市

至

佐
世
保
市

▲西九州自動車道沿線の世界大手半導体基盤メーカー主要生産拠点

至

佐
世
保
市

R2.11撮影

写真①

唐津道路
延長10.4km
全線開通

唐津伊万里道路
延長18.1ｋｍ
全線開通

か ら つ か ら つい ま り

世界シェア第２位
半導体基盤メーカー
の主要生産拠点長浜工業団地

高規格道路

一般国道

凡 例

事業中区間

開通区間

調査中区間

い ま り

い ま り

写真①

い ま り

い ま り まつ うら



事 業 区 間：佐賀県鳥栖市田代大官町

～佐賀県鳥栖市神辺町

延  長： ０．９ｋｍ（上下）
全体 事業費：１２．０億円
Ｒ ７ 当 初： １．２億円（事業費）

■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を推進することで、災害時における緊急輸送道路の機能確保並びに安全で快適な歩行空間の確保

を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

こ う の え

≪諸元等≫

こうのえまち

≪位置図≫
と す

と す

≪路線位置図≫

※工事着手前至：佐賀市

至：三養基郡

至)三養基郡
み   や   き

写真

田代中学校

鳥栖JCT

田代小学校

JR田代駅

鳥栖市役所

鳥栖IC

至)久留米市
く  る  め

JR鳥栖駅

(

終)

鳥
栖
市
神
辺
町

と 
 

す

と

す

至)佐賀市

凡 例

整備済（直轄）

事業中（直轄）

市街地（DID）

拠点

こう のえ

○国道３４号 神辺地区電線共同溝

《対策イメージ》

歩行空間の確保

緊急輸送道路の機能確保

良好な都市景観の形成

《整備効果》

《現地状況写真》

道路閉塞の恐れ

都市景観の阻害

佐賀３４号 電線共同溝【直轄】
道路－１１継続

○大規模災害（地震、竜巻、台風等）が起きた際に、電柱等が
倒壊することによる道路の寸断を防止。

○景観の阻害要因となる電柱・電線をなくし、良好な景観を形成。

こうのえ

た し ろ だ い か ん ま ち

◎電線共同溝とは、道路の地下空間を活用して電力線、通信線等をまとめて収容する手法



《整備効果》

《路線位置図》

《現地状況写真》《位置図》 《諸元等》

国道２０８号 佐賀道路【補助】
さ  が

佐賀県

佐賀道路

福岡県

長崎県

【写真①】

■国道２０８号佐賀道路は、佐賀県唐津市から佐賀市に至る沿道各都市の交流の促進及び九州佐賀国際空港や唐津港との

連携を強化する「佐賀唐津道路」の一部を構成する道路。

■佐賀道路の整備により、国道２０８号の交通混雑の緩和や交通安全の確保を図るとともに、災害発生時の救急・救援物

資の輸送機能の強化、医療施設等へのアクセス性の向上に期待。

さ が か ら つ

ありあけかいえんがんながさきおおいた

〇第１次緊急輸送道路である九州横断自動車道長崎大分線と有明海沿岸

道路を連絡し、災害時の輸送機能を強化

〇災害時における航空輸送施設に指定されている九州佐賀国際空港・防

災航空センターや佐賀県医療センターへのアクセス性を強化し、迅速

な救援・救助、復旧・供給活動を支援

道路－１２継続

か ら つ

さ が

さ が きゅうしゅう さ が

事 業 区 間

延 長

全体事業費

Ｒ ７ 当 初

佐賀県 佐賀市 鍋島町 森田

～ 嘉瀬町 中原

４．２ｋｍ

４４７億円

１２．５億円（事業費）

：

：

：

：

さ が なべしままち

かせまち

もりた

なかばる

至（仮）嘉瀬北IC 

（仮）嘉瀬IC 

至 大川市

至 佐賀市
至 鹿島市 至 久留米市

さ が か ら つ

▲佐賀県医療センター好生館HPより

航空輸送施設（指定）
九州佐賀国際空港、防災航空センター

三次救急救命センター
佐賀県医療センター好生館

有明海沿岸道路

白石町

(佐賀県区間)

大川佐賀
道路

佐賀福富
道路

福富鹿島
道路

多久ＩＣ

東
脊
振

Ｉ
Ｃ

九州佐賀
国際空港

大川市

柳川市

佐賀市

(仮)佐賀JCT

佐
賀
大
和

Ｉ
Ｃ

Ｎ

佐賀県医療センター
好生館

鹿島市

▲佐賀県防災航空センター

国道208号
佐賀道路

(仮)鍋島IC

開 通 区 間

事業中 区間

調査中 区間

凡 例

事業中 区間
（佐賀道路）

【写真②】

佐賀県医療センター
好生館

207
207

203

444

208
34

34

264

263
佐賀大学医学部
付属病院

出典：国土地理院ウェブサイト

444

208

さがしなべしままちもりた

さがしかせまちなかばる

さが

至 大川市

至 鹿島市

至 唐津市

なべしま

(仮)佐賀JCT
さが

延長1.3km

延長1.3km

延長1.6km

かせ  きた

有明海沿岸道路

大川佐賀道路

(仮)鍋島IC

(仮)嘉瀬北IC

(仮)嘉瀬IC

(起)佐賀市鍋島町森田

(終)佐賀市嘉瀬町中原

佐賀道路
延長4.2kmかせ

写真②

開 通 区 間

事業中区間

調査中区間

凡例

事業中区間
（佐賀道路）

かしま

おおかわ

ありあけかい

おおかわさが

からつ

おおかわ

さ が

かしま

か せ

く る め

かせきた

ありあけかいえんがん

ふくどみかしま さ がふくどみ おおかわさ が

たく

さ 

が
や
ま
と

ひ
が
し
せ
ふ
り

さ が

しろいしちょう

かしま

なべしま

さ が

おおかわ

やながわ

さ が



国道３４号 福重橋架替 【直轄】

■国道３４号福重橋架替事業は、二級河川郡川の河川改修事業にあわせて橋梁の架け替えを実施することで、郡川の

氾濫や洪水防止を目的とする事業。

■福重橋架替事業の整備により、物資輸送や救命活動を行うための重要物流道路や第一次緊急輸送道路としての機能を

確保。

《位置図》

道路－１３新規

《洪水時の状況（H2.7）》

ふ く し げ ば し

ふ く し げ ば し

《路線位置図》

事業区間：長崎県大村市皆同町

～大村市沖田町

延 長：０．２ｋｍ

全体事業費：５０億円

Ｒ７当初：０．５億円（事業費）

なが さき おお むら かい どう まち

おお むら おき た まち

《諸元等》

福重橋架替

長崎県

ふく しげ ばし

【現況】 12.40
0.30 1.90 0.50 0.50 3.25 3.25 0.50 0.50 1.30 0.40

33.5 33.5

67.0

57.85

11.511.55 11.6 11.611.6

川幅：59.80

川幅：56.65

【計画】

【現況】

【計画】

河川改修事業にあわせた
橋梁架け替えを実施

0.40

15.30

3.50 3.25 3.250.50 0.50 3.50 0.40

▲写真① 福重橋の下流付近 ▲写真② 福重橋の上流付近

▲現況の福重橋の状況（全景）

こおりがわ

■側面図 （単位：ｍ） ■断面図 （単位：ｍ）

《計画図》

至

東
彼
杵
町

長
崎
県
大
村
市
皆
同
町

お
お
む
ら

か
い
ど
う

ま
ち

長
崎
県
大
村
市
沖
田
町

お
お
む
ら

お
き

た

ま
ち

至

諫
早
市

国道３４号

福重橋架替
Ｎ

大 村 湾

竹松小学校

郡中学校
松原小学校

福重小学校

出典：国土地理院地図

大村車両
基地駅

写真①

写真②

延長0.2km

郡川

こおりがわ

ふ く し げ ば し

ふく しげ ばし



■当該箇所は、国道５７号と県道が交わる交差点であり県道へ右折する交通が多いが、右折レーンの滞留長が不足して

いるため、右折車の直進阻害による追突事故が発生している状況。

■本事業において、右折レーンの延伸を実施することにより、交差点における事故防止を図る。

長崎５７号 交通安全対策【直轄】 道路－１４新規

事業区間：長崎県諫早市鷲崎町

事  業  量：１箇所

Ｒ７当初：０．１億円（事業費）

〇国道５７号 鷲崎交差点改良
《諸元等》《位置図》

いさはや   わしざき まち

《路線位置図》 《計画横断図》（A-A’断面)

《現地状況写真》

わし ざき

事業箇所

右折レーンからのはみ出し状況 直進阻害による後続車の車線変更

写真① 写真②
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長崎綜合警備株式会社
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佐藤洋子
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有限会社諫早会館
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佐藤龍太郎
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日産プリンス長崎販売株式会社
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鷲崎交差点改良
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累積件数 開通延長累計

国道４９７号 松浦佐々道路【直轄】

■国道４９７号松浦佐々道路は、西九州自動車道の一部を構成し、九州北西部地域の地域経済の活性化、高速定時性の

確保等に寄与するとともに、県北地域の唯一の幹線道路である国道２０４号の代替機能確保を目的とする道路。

■松浦佐々道路の整備により、周辺市町へのアクセス向上や、所要時間が短縮されることにより、新たな企業立地や雇用

創出など、地域産業の活性化に期待。

《位置図》 《諸元等》

《路線位置図》

まつ うら さ ざ

自）松浦市志佐町
まつうらし しさちょう

至）北松浦郡佐々町沖田免
きたまつうらぐん さざちょうおきためん

道路－１５

平戸市工業団地

堂山工業団地

松浦市東部工業団地

ウエストテクノ佐世保

Ｈ31分譲開始
入居率100%（R5末時点）

Ｈ30分譲開始
入居率100%（ R5末時点）

Ｈ25分譲開始
入居率74%（ R5末時点）

Ｈ25分譲開始
入居率100%（R5末時点）

４

３

５

２

【将来】西九州自動車道全開通

資料：西九州自動車道区間は設計速度80km/hで算出

資料：H25プローブデータより集計

【現況】西九州自動車道一部開通

御橋工業団地

Ｈ22分譲開始
入居率100%（ R5末時点）

まつ うら さ ざ

まつ うら さ ざ

▲沿線自治体（松浦市・平戸市・佐世保市）の進出企業数推移（累積）
※資料：各市町村提供資料及び各市町村ホームページ

・唐津千々賀IC～北波多IC開通
（佐賀県）

・佐世保みなとIC
～相浦中里IC
開通 （長崎県）

・調川IC～松浦IC開通 （長崎県）・今福IC～調川IC開通 （佐賀県・長崎県）
・南波多谷口IC～伊万里東府招IC開通 （佐賀県）

H21年以降で

56社進出

・唐津IC～唐津
千々賀IC開通 （佐賀県）
・相浦中里IC
～ 佐々IC開通（長崎県）

・北波多IC～南波多谷口IC開通 （佐賀県）
・山代久原IC～今福IC開通 （佐賀県）

《整備効果》
１

２

３

４

５

平戸市工業団地

ウエストテクノ佐世保

松浦市東部工業団地

堂山工業団地

御橋工業団地

凡 例

１

２

３

４

５

事業区間：長崎県松浦市志佐町

～北松浦郡佐々町沖田免

延 長： １９．１ｋｍ

全体事業費：１，１３０億円

Ｒ７当初： ７３．０億円（事業費）

まつ うら し さ ちょう

きた まつ うら さ ざ ちょうおき た めん

部分開通

まつ うら さ ざ

凡 例

まつうら ひら ど

松浦IC～平戸IC
令和7年度
開通予定

延長 7.5km

１

ま
つ

う
ら

さ
ざ
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■国道５７号森山拡幅は、島原道路の一部を構成し、広域ネットワークの形成、国道５７号の交通混雑の緩和や交通
安全性の向上等を目的とする道路。

■森山拡幅の整備により、広域交通拠点間の所要時間短縮や高速定時性が確保され、観光交流や物流効率化を
促進し、地域拠点間の連携確保の強化に期待。

《位置図》 《諸元等》 《整備効果》

写真①:森山交差点の混雑状況

▲事業中区間の交通量の変化

原城跡（世界遺産）

雲仙地獄

島原城

資料：所要時間の算出方法
［全線未整備］
・H9道路交通センサス（混雑時旅行速度）

［R5.11開通時点］
・R3全国道路･街路交通情勢調査（混雑時旅行速度）を基本
・R3年度から令和6年度までの島原道路の開通区間
（森山東IC～森山西ICを含む）は80km/h（設計速度）

［将来］
・R3全国道路･街路交通情勢調査（混雑時旅行速度）を基本
・未開通区間（未指定区間）：80km/h（設計速度）

もり やま しま ばら

もり やま

0 10km

諫早IC

2022年9月開業

島原半島の観光客数(Ｒ5)

約306万人 (県内シェア1４％)

資料：長崎県観光統計(R5)

諫早駅

写真撮影箇所
及び撮影方向

①

国道５７号 森山拡幅【直轄】 道路－１６継続
も り や ま

H22 尾崎～長野町開通

H29 吾妻愛野バイパス開通
H30 諫早インター（栗面IC～小船越IC）開通

H25 愛野森山バイパス開通

R4 諫早インター（長野IC～栗面IC）開通
R5 森山西IC～森山東IC開通

▲ブロッコリーの作付面積・
出荷量の推移（長崎県）

資料：作物統計調査（令和4年,農林水産省）
資料：市町村別農業産出額（推計）

（令和4年,農林水産省）

▲ 長崎県の農業産出額
（野菜）の割合

自専道整備による通過交通の
転換により、混雑緩和

現道交通量が
約６割減少

資料：現況はR3全国道路・街路交通通情勢調査
開通後は将来交通量推計に基づく予測値

至長崎

撮影R6.5

《路線位置図》

混
雑
度

交
通
量
（
百
台
/
日
）

現況 開 通 後

事 業 区 間 ：長崎県雲仙市愛野町

～諫早市長野町

延 長： ７．６ｋｍ

全体事業費： ６４９億円

Ｒ ７ 当 初 ： １４．０億円（事業費）

うん ぜん あい の まち

いさ はや なが の まち

▲ 諫早IC・南島原市役所までの
所要時間

約13分
短縮

約25分
短縮

自専道の整備により
所要時間が短縮

もり やま

写真提供：雲仙市

写真提供：南島原市

写真提供：島原市

もりやま

もりやま



■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を推進することで、災害時における緊急輸送道路の機能確保並びに安全で快適な歩行空間の確保

を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

長崎３４号 電線共同溝【直轄】

《諸元等》

《現地状況写真》

《位置図》

《対策イメージ》

杭出津地区電線共同溝
くい  で つ

○国道３４号 杭出津地区電線共同溝
くい で つ

《路線位置図》

事 業 区 間：長崎県大村市杭出津２丁目

～長崎県大村市水主町２丁目

延  長： １．２ｋｍ（上下）

全体 事業費：２２．２億円
Ｒ ７ 当 初： ０．８億円（事業費）

おおむら

おおむら か こ まち

くい で つ

《整備効果》

歩行空間の確保

緊急輸送道路の機能確保

良好な都市景観の形成

◎電線共同溝とは、道路の地下空間を活用して電力線、通信線等をまとめて収容する手法

道路－１７継続

道路閉塞の恐れ

都市景観の阻害

至）佐世保市

木場スマートIC
こ ば

至）長崎市
ながさき

JR大村駅

大村IC

写真

大村警察署

杭出津地区電線共同溝
延長：１．２kｍ（上下）

くいでつ

大村市役所

大村消防署

海上自衛隊
第22航空群

【災害拠点病院】
市立大村市民病院

陸上自衛隊
大村駐屯地

さ せ ぼ 歩行空間の確保
至：佐世保市

至：長崎市

○大規模災害（地震、竜巻、台風等）が起きた際に、電柱等が倒壊
することによる道路の寸断を防止。

○景観の阻害要因となる電柱・電線をなくし、良好な景観を形成。
○無電柱化により歩道の有効幅員を広げることで、通行空間の安全性・
快適性を確保。



長崎港

：主要渋滞箇所

しんとまち    えがわまち

新戸町～江川町工区
延長５．２ｋｍ

：IC

諫早IC

長崎市

諫早市

長崎駅

諫早市
時津町 長与町

新戸町IC

■主要地方道長崎南環状線（新戸町～江川町工区）は、迅速かつ円滑な物流・人流を確保し、地方を支える産業等の生
産性向上に寄与する道路ネットワークの形成を目的とする道路。

■長崎南環状線（新戸町～江川町工区）の整備により、県下有数の産業都市である諫早市と長崎港とのアクセスが向上
するとともに、並行する国道４９９号に集中していた交通が分散されることで渋滞緩和が図られ、円滑な物流・人流
確保に期待。

（主）長崎南環状線(新戸町～江川町工区)【補助】 道路－１８継続
ながさきみなみ し ん と ま ち え が わ ま ち

長崎南環状線

（新戸町～江川町工区）

《位置図》 《諸元等》

事 業 区 間

事 業 主 体

延 長
全体事業費
R 7 当 初

：長崎県長崎市新戸町

  ～長崎市江川町

：長崎県

： ５．２ｋｍ
： ２５０億円
：３４．８億円（事業費）

《路線位置図》

長崎港

写真①
混雑度
1.88→1.02

写真①

⇧ 至 長崎市街

至 大村市

至 野母崎町

交通量推移（国道４９９号）写真①地点

し ん と ま ち

え が わ ま ち

ながさきみなみ

な が さ き な が さ き

な が さ き

い さ は や

「長崎港」へのアクセス向上

し ん と ま ち え が わ ま ち

バイパスの開通により混雑度が緩和され、事故
などによる交通の低下も防げる事による定時制・
アクセス性の向上

事故多発交差点(長崎市磯道町国道499号)
令和5年度事故発生件数：4件
出典：長崎県警察【交通事故多発交差点】

出典：
R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より
【現況】 現道利用ルート
【整備後】 事業中区間利用ルート
（※事業区間の端部が現道取り付けとなる類似区間の旅行速度を使用）

至 諫早IC

○新戸町ＩＣ～長崎港間の所要時間
 現   況： 約１５分
開通後： 約 ９分

 約 ６分短縮

いそみちまち

とぎつ ながよ

いさはや

ながさき

しんとまち

いさはや

いさはや

おおむら

の も ざ き

しんとまち

いさはや

《整備効果》

ながさきみなみ

しん と まち  え がわまち

しん   と  まち    え   がわ まち

ながさきみなみ し ん と ま ち え が わ ま ち












国道５７号 熊本環状連絡道路 【直轄】

■国道５７号熊本環状連絡道路は、大分県大分市と熊本県熊本市を結ぶ中九州横断道路の一部を構成し、北の福岡方面と

東の大分方面の玄関口となり、都市の骨格を形成し、国道３号や国道５７号をはじめとする熊本都市圏の渋滞緩和を目

的とする道路。

■熊本環状連絡道路の整備により、半導体関連企業等の集積地と熊本中心部、交通拠点等を結び、安定した物流網を

構築して地域経済を牽引し、日本の経済安全保障に貢献するとともに、速達性・高速性・定時性の向上により、救急医療

活動や観光産業の活性化を支援。

道路－１９新規

《位置図》
熊本環状連絡道路

熊本県

《当該区間の課題と効果》

阿蘇市役所～熊本医療センターの所要時間

【現況】 104分 → 【整備後】 70分 （約34分短縮）

大津町役場～熊本医療センターの所要時間

【現況】 67分 → 【整備後】 46分 （約21分短縮）

熊本駅～阿蘇市役所の所要時間

【現況】 102分 → 【整備後】 63分 （約39分短縮）

■医療

▲熊本駅から阿蘇地域へのルート
あ そ

く ま も と か んじょうれ んら く

く ま も と か ん じょうれ ん ら く

企業集積地～熊本港の所要時間

【現況】 101分 → 【整備後】 36分 （約65分短縮）

※2

熊本駅から阿蘇地域(現況)
熊本駅から阿蘇地域（整備後）
主な観光施設
阿蘇地域

事業中区間
対象区間
ジャンクション
インターチェンジ

《路線位置図》

▲第三次救急医療施設への搬送ルートと旅行速度状況(混雑時(朝ピーク))

出典：九州半導体関連企業
サプライチェーンマップ_
経済産業省九州経済産業局（R4.3）
ヒアリング結果(R6.11)

事業区間：熊本県合志市野々島

～熊本市北区下硯川町

延 長：３．９ｋｍ

全体事業費：９２０億円

Ｒ７当初：１．０億円（事業費）

くま もと こ う し の の しま

くま もと きた しもすずりかわまち

《諸元等》
■物流

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査
混雑時・非混雑時旅行速度

※1 国道57号を非混雑時

旅行速度で移動した

場合の移動時間

※2 熊本中核工業団地

※3 国道57号を対象とした

移動時間ロス

▲企業集積地～熊本港の移動時間ロス※3
※2

■観光

凡 例
供用区間
事業中区間
調査中区間

対象区間
ジャンクション
インターチェンジ

な かきゅうしゅう

▲半導体関連の製品・部品等の出荷ルート

▲熊本環状連絡道路に並行する国道５７号
【平日ピーク時の渋滞状況】

※本事業は、リスク分析を行うとともに、着工前重点準備を実施。

写真①

く ま も と か んじょうれ んら く

くまもと かんじょう れんらく

至 宇土市

至 阿蘇市

写真①

花園IC
はなぞの

池上工区
延長4.6km
令和7年度
開通予定

令和7年度
新規事業化

令和8年度
開通予定



（市）坊主島下桶川線 修繕代行 樋島大橋【直轄】 道路－２０

《位置図》 《諸元等》

事業区間：熊本県上天草市龍ヶ岳町 地内

延 長：２９０.９ｍ
Ｒ７当初： ０.５億円（事業費）

《損傷状況》

《全景》

ぼ う ず し ま

か み あ ま く さ り ゅ う が た け ま ち

■樋島大橋（市道 坊主島下桶川線）は樋島と上天草市本島を結ぶ重要な路線。

■直轄診断の結果、高度な技術力を要する修繕が必要なことから、上天草市からの要請に基づき、国が修繕代行により

橋梁補修を実施。

ぼ う ず し ましもおけがわ

《路線位置図》

か み あ ま く さ

熊本県

【主ケーブルの破断】【写真②】
（防食テープを外し調査実施）

【支承の損傷】【写真③】
（支承のサイドブロック破断）

樋島大橋

ひのしまおおはし

ひのしまおおはし

新規
し も お け が わ ひ の し ま お お は し

ひのしま

かみあまくさ

防食テープ

りゅうがたけまちひのしま

至 龍ヶ岳町樋島

至 龍ヶ岳町高戸
りゅうがたけまちたかど

写真②

写真③

【写真①】

くまもと

至 熊本市

あま くさ

至 天草市

わき うら こ ち ど ま る

（市）脇浦東風留線

たか ど ひのしま

（市）高戸樋島線

写真①

ひのしま おお はし

樋島大橋
L=290.9m

ぼう ず しま しも おけ がわ

（市）坊主島下桶川線



《位置図》

一般県道

砂原四方寄線

池上工区

熊本県

■（一）砂原四方寄線 池上工区は、熊本環状道路の西側約１２ｋｍ区間の一部を構成する道路。

■池上工区の整備により、熊本市中心部の慢性的な交通渋滞を緩和するとともに、熊本市西部地域の利便性向上、

物流の効率化及び救急医療活動に伴うアクセス時間の短縮に期待。

すな はら   よ    も   ぎ いけのうえ

（一） 砂原四方寄線 池上工区【補助】 全線開通
す な は ら よ   も    ぎ     い け の う え

《諸元等》 《現地状況写真》
至 熊本駅方面

至 北区役所方面

▲写真① 国道３号渋滞状況

《路線位置図》

砂原工区

(

一)

砂
原
四
方
寄
線

大津町

菊池市

菊陽町

合志市

熊本市北区

熊本市
中心部

3

57

3
①現在ルート

国道57号

②ルート

大手自動車
メーカーH社

池上工区

花園工区

大手半導体
メーカーS社

池上熊本駅IC

花園IC

台湾大手
半導体工場

半導体関連工場

工業団地

自動車関連工場

凡 例

熊本港

57

下硯川IC

渋滞

③ルート

(仮称)砂原IC
＜熊本港入口＞

令和７年度

開通予定

■道路整備により期待される所要時間
 大津町（H社付近）→熊本港まで（片道）

資料：ＥＴＣ2.0プローブデータ (R2.9～11）
混雑時旅行速度より算出（砂原四方寄線は設計速度）

■熊本港コンテナ取扱量

出典：熊本港ポートセールス協議会HP
単位：TEU

7,838

13,806

9,104
10,698

コロナ渦の
影響で減少

コロナ渦から
回復傾向

＋需要増の見込

池上工区整備で
17分短縮

全区間整備で
60分短縮

《整備効果》
○交通の転換による熊本市中心部の慢性的な交通渋滞の緩和
○渋滞箇所の回避により、速達性や定時性が向上し、物流を効率化

○  事業区間 ：熊本県熊本市西区池上町～花園７丁目

○ 延 長 ： ４．６ｋｍ

○ 全体事業費： ３１３億円

○  Ｒ ７当初  ：  ０．４億円（事業費）

くまもと   にし   いけのうえまち はなぞの

※国土地理院地図を加工して作成

いけのうえ

くまもと

はなぞの

いけのうえ

すなはら

きくち

道路－２１

すなはら よ も ぎ

いけのうえ

断



24回(約6割)
九州縦貫道 ：通行止め
南九州道 ：通行可能

17回(約4割)
九州縦貫道 ：通行止め
南九州道 ：通行止め

《位置図》

《路線位置図》

《整備効果》

資料：鹿児島県水産物
卸売市場年報(R5)

鹿児島県内
ブリ取扱量
(10,813t)

東町漁協
83%

その他
9%鹿児島市

中央市場
8%

■鹿児島県のブリの取扱量

東町
漁協

■東町漁協の養殖ブリの輸送ルート

資料：

東町漁協

ヒアリング(R5)

あずまちょう

あずまちょう

定時性・速達性の向上により

中国・四国・関西・
中部地方への

営業展開を強化中

国道３号 芦北出水道路【直轄】 道路－２２
あ し き た

《諸元等》

い ず み

■国道３号芦北出水道路は、南九州西回り自動車道の一部を構成し、災害に強いネットワークの構築や、九州南西部の

地域経済活性化及び高速定時性の確保を目的をする道路。

■芦北出水道路の整備により、広域ネットワークを形成することで、災害時における代替路の確保や、漁業などの地域
産業の活性化に期待。

あし きた い ず み

継続

■九州縦貫道通行止め時の南九州道の通行
可能割合

資料：八代河川国道事務所調査
対象：八代IC～鹿児島ICの通行止め回数（雨雪による九州縦貫道通行止め時）
期間：H26～R5

九州縦貫道の通行止め時に
南九州道が代替路として効果を発揮

■九州縦貫道と南九州道の概況図
(H28.1.19～20)

■えびのJCT付近の積雪状況(H26.12.17）
写真

凡例

高規格幹線道路
一般国道
主要地方道
一般県道

２車線
４車線

事業中区間

あし きた い ず み みなみきゅうしゅう

(至)熊本市

芦
北
出
⽔
道
路

南
九
州
⻄
回
ॉ
⾃
動
⾞
道

通
⾏
可
能

九
州
縦
貫
⾃
動
⾞
道

通
⾏
⽌
ी

断面

写真

36時間10分
通行止め

(1/1900:00～1/20 12:10)

14時間23分
通行止め

(1/1921:47～1/20 12:10)

あ
し
き
た
い
ず
み

鹿
児
島
県
出
水
市
下
知
識
町

い
ず
み

し
も
ち
し
き
ち
ょ
う

H27年度開通
延長7.7㎞熊

本
県
葦
北
郡
芦
北
町
花
岡

あ
し
き
た
ぐ
ん
あ
し
き
た
ま
ち
は
な
お
か

事業中
延長16.3㎞

H30年度開通
延長5.6㎞

芦北出水道路 延長29.6㎞
あしきた いずみ

凡例

高規格道路
一般国道
主要地方道
一般県道

事業中区間

至

鹿
児
島
市

至

八
代
市

至 湧水市

事 業 区 間

延 長

全 体 事 業 費

Ｒ ７ 当 初

：

：

：

：

熊本県葦北郡芦北町花岡

～鹿児島県出水市下知識町

２９．６ｋｍ

１，９２３億円

９７．９億円（事業費）

（うち熊本県 ４２．５億円、

鹿児島県 ５５．４億円）

あし きた あし きた まち はな おか

い ず み しも ち しき ちょう

芦北出水道路
あしきたいずみ



■国道５７号竹田阿蘇道路は、大分市と熊本市を結ぶ中九州横断道路の一部を構成し、沿線地域の産業発展や地域活性

化に寄与するとともに、災害に強いネットワークの構築を目的とする道路。

■竹田阿蘇道路の整備により、災害時に機能する信頼性の高い道路ネットワークを構築するとともに、安定した物流ル

ートの形成による地域産業活動の支援や、救急医療施設へのアクセス性向上による地域医療活動の支援に期待。

国道５７号 竹田阿蘇道路【直轄】 道路－２３継続
たけ た あ そ

た け た あ そ なか きゅう しゅう

た け た あ そ

《整備効果》《位置図》

《路線位置図》

▲第３次救急医療施設への60分圏域

▲国道５７号の通行止め状況

▲夏秋キャベツR5出荷量の
熊本県シェア

■防災機能の向上

■地域産業活動の支援 ■地域医療活動の支援

広域防災拠点
【熊本産業展示場
（グランメッセ熊本）】

広域防災拠点
【大分スポーツ公園】

▲夏秋トマトR5出荷量の
大分県シェア

▲R4.9 台風14号の被災状況

至 熊本市

至 大分市

写真①

R5.1(積雪)

R4.9(豪雨)

R4.9 (台風)
（写真①）

H24.7(豪雨)

至 熊本市

至 大分市

熊本県

◎
竹田市役所

大分県

凡 例

通行止め箇所

たけ た あ そ

事業中区間

調査中区間

高規格道路

一般国道

主要地方道

凡 例

対象区間

竹田市

大分県

熊本県

対象区間
凡例

第３次救急医療施設

第３次救急医療施設から
60分到達可能圏域

現況
⽵⽥阿蘇道路整備後

《諸元等》

資料：野菜生産出荷統計（農林水産省）

事業区間：大分県竹田市大字会々

～熊本県阿蘇市波野大字小地野

延 長：２２．５ｋｍ

全体事業費： ７６９億円

Ｒ７当初：１６．２億円（事業費）

（うち熊本県４．２億円、大分県１２．０億円）

たけ た あい あい

あ そ なみ の しょう ち の

竹田阿蘇道路

たけ た あ そ

たけ た あ そ

R7年度
新規事業化



事 業区間：熊本県阿蘇市波野大字小地野

～阿蘇市一の宮町坂梨

延 長： ６．３ｋｍ

全体事業費： ６６１億円

Ｒ ７ 当初：６３．５億円（事業費）

《位置図》

《路線位置図》

《整備効果》

※R2.10.3に事前通行規制基準雨量を140mmから170mmに見直し

連続雨量が170mmに達した場合、
法面崩壊の危険があるため、

全面通行止め

▲ 事前通行規制の状況

（R5.7.3）

中九州横断道路

北側復旧道路
延長11.9km

国道５７号 滝室坂道路【直轄】
た き む ろ ざ か

あ そ なみ の しょう ち の

《諸元等》

あ そ いち みや まち さか なし

■国道５７号滝室坂道路は、大分市と熊本市を結ぶ中九州横断道路の一部を構成し、沿線地域の産業発展や地域活性化
に寄与するとともに、災害に強いネットワークの構築を目的とする道路。

■滝室坂道路の整備により、物流の効率化が図られることで、地域産業の活性化を支援するとともに、災害時における
代替路が確保されることで、災害に強いネットワークの確保に期待。

なかきゅうしゅうた き む ろ ざ か

た き む ろ ざ か

▲ 完成二輪車の国内出荷時の主な輸送ルート

大手自動車メーカー

国内唯一の

二輪車生産拠点

※一部の経路を記載 資料：物流業者ヒアリング(R5.8)

▲ 二輪車組立工場～臼杵港までの所要時間

※滝室坂道路は設計速度(80km/h)、その他の道路は混雑時旅行速度を用いて

所要時間を算出。

※経路：[通常時]国道57号、[迂回時]国道212号・国道442号等経由、

[整備後]滝室坂道路

132

159

127

0

60

120

180

通常ルート 迂回ルート 整備後ルート

約32分短縮
（通行止め時）

約5分短縮
（平常時）

（分）

資料：全国道路・街路交通情勢調査(R3)

迂回ルート

通常ルート

整備後ルート

被災箇所

至

大
分
市

至

熊
本
市

事前通行規制区間

▲ 国道57号滝室坂道路付近の事前通行規制区間と
通行止め発生時の迂回ルート

▲ H24.7九州北部豪雨の被災状況

被災状況

約170m
令和８年度
開通予定

令和８年度開通予定

道路－２４継続

令和７年度

新規事業化

たきむろざか



385
970

1,727

2,487
2,914

3,2543,319
3,861

6,200
6,588

0
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《諸元等》 《整備効果》

《路線位置図》

《位置図》

■国道５７号大津道路・大津熊本道路は、大分市と熊本市を結ぶ高規格道路中九州横断道路の一部を構成し、沿線地域

の産業発展や地域活性化に寄与するとともに、災害に強いネットワークの構築を目的とする道路。

■大津道路・大津熊本道路の整備により、走行性の向上や所要時間の短縮が図られ、沿道地域の更なる地域活性化に期

待。

国道５７号 大津道路・大津熊本道路（大津西～熊本）【直轄】 道路－２５

おお づ おお づ くま もと なかきゅうしゅう

お お づ お お づ く ま も と お お づ に し く ま も と

継続

おお づ おお づ くま もと

▼新規立地企業数(累積) ▼新規雇用者数(累積)

10年で165社進出 10年で約6,600人増加
※業種問わず。増設も含む。 ※業種問わず。増設した企業の雇用者も含む。

資料：菊池市、合志市、菊陽町、大津町提供 資料：菊池市、合志市、菊陽町、大津町提供

▼沿線への世界最大手半導体メーカーの進出(R6.2.24開所)

写真 世界最大手半導体メーカー
（第一工場・第二工場）

(

至)

熊
本
市

大津西IC(仮称)
おお づ にし

(至)大分県

投資額 約3兆3,750億円
新規雇用者数 約3,400人以上予定
※投資額：R6.2.24時点、新規雇用者数：R6.7.4時点

世界最大手半導体メーカー

R7.1撮影

熊
本
西
環
状
道
路

広域図

至： 福岡県

【熊本西環状道路・中九州横断道路を活用した製品輸送の例】

熊本西環状道路・
中九州横断道路利用

原材料輸送

半導体・二輪車
製造工場

大津道路・
大津熊本道路利用
半導体・二輪車輸送

熊本港

博多港

福岡空港

延長4.7km

熊本港

至：宮崎県
鹿児島県

至
：
大
分
県

博多港

福岡空港

から国内外へ

世界最大手
半導体メーカー

の進出

大手二輪車メーカー
国内唯一の
生産拠点

延長9.1km

熊本北
JCT･IC
（仮称）

西合志IC
（仮称） 合志IC

（仮称）
大津西IC
（仮称）

室工業団地

ｾﾐｺﾝﾃｸﾉﾊﾟｰｸ

原水工業団地

第二原水工業団地

中核工業団地

北部工業団地

大津熊本道路

(合志～熊本)

おお づ

くまもとこうし

くまもと

大津熊本道路

(大津西～合志)
こうしおお づ にし

おお づ くまもと

大津道路
お お づ

延長4.8km

大津IC
大津東

IC

車帰
IC

阿蘇西
IC

菊池市

大津町

合志市

菊陽町

北熊本
SIC

植木IC

下硯川
IC

和泉IC

花園IC

熊本市
中心市街地

熊本市
西区

熊本市
東区

熊本市
北区

熊本市
中央区

熊本環状

連絡道路

くまもと

延長3.9km

熊本港から原材料を輸送

池上
熊本駅IC

熊本市

高規格道路
一般国道

凡 例

事業中区間

二輪四輪関連工場
半導体関連工場
その他工場

※数値は企業数

R7年度
新規事業化

熊本IC

事 業 区 間 ：

延 長 ：

全 体 事 業 費 ：

Ｒ ７ 当 初 ：

熊本県菊池郡大津町大字高尾野

～熊本市北区大鳥居町

１８．６km
大津道路：４．８km
大津熊本道路（大津西～合志）：４．７km
大津熊本道路（合志～熊本）：９．１km

１，１８０億円

大津道路：３４０億円
大津熊本道路（大津西～合志）：３１０億円
大津熊本道路（合志～熊本）：５３０億円

７７．８億円（事業費）

大津道路：０．７億円
大津熊本道路（大津西～合志）：８．１億円
大津熊本道路（合志～熊本）：６９．０億円

国道５７号

大津道路

大津熊本道路（大津西～合志）

大津熊本道路（合志～熊本）

熊本県

きく ち おお づ まち たか お の

おおとり い まち

おお づ

おお づ くま もと おお づ にし こう し

おお づ くま もと こう し くま もと

池上地区
延長4.6km
令和7年度
開通予定



直轄直轄直轄補助補助補助補助補助補助

《整備効果》《位置図》 《諸元等》

《路線位置図》

■熊本天草幹線道路沿線の観光地

さきつ

▲﨑津集落

みすみにし

▲三角西港

■熊本駅～天草市役所の平日・休日の所要時間

〇﨑津集落：長崎と天草地方の潜伏
キリシタン関連遺産(H30.7指定)
〇三角西港：明治日本の産業革命遺産
製鉄・製鋼、造船、石炭産業(H27.7指定)

世界文化遺産

約36分
短縮

約55分
短縮

資料：ETC2.0データ(R5.4～R6.3)
※GW：R3.5.2～R3.5.4（3日間）を集計。
※所要時間は昼間12時間の平均値。

※事業中・調査中の熊本天草幹線道路は80km/hで算出。

現況 熊本天草幹線道路
整備後

現況

平日 GW

熊本天草幹線道路
整備後

国道５７号 熊本宇土道路、宇土道路、宇土三角道路【直轄】
う と う と み す み

熊本県

宇土道路

宇土三角道路

宇土三角道路
延長13.5km

開通済

熊本宇土道路
延長3.8km

宇土道路
延長6.7km

三角大矢野道路
延長3.7km

松島有明道路
延長10.0km

本渡道路
延長1.3km

大矢野道路
延長3.4km

松島有料道路
延長3.3km

ほんど まつしまありあけ おおやの みすみおおやの くまもと う とう とまつしま う とみすみほんど

開通済 開通済 開通済

くま もと あま くさ

熊本天草幹線道路

本渡道路Ⅱ期
延長2.8km

道路－２６継続
う とく ま も と

熊本宇土道路

天草市役所

さきつ

みすみにし

■熊本宇土道路・宇土道路・宇土三角道路は、熊本天草幹線道路の一部を構成し、熊本地域と天草地域の地域間連携の
強化、災害に強い道路ネットワークの形成等を目的とする道路。

■天草地域には世界文化遺産である﨑津集落や三角西港をはじめとする観光施設が多く存在しており、熊本宇土道路・
宇土道路・宇土三角道路の整備により、天草地域へのアクセス性が向上し、観光入込客数の増加や滞在時間増加など
観光産業の活性化が期待。

く ま も と う と く ま も と あ ま く さ あ ま く さく ま も と

あ ま く さ さ き つ み す み

あま くさ

う と み す み

う と

う と

く ま も と う と

う と み す み

事 業 区 間 ：

延 長 ：

全 体 事 業 費 ：

Ｒ ７ 当 初 ：

熊本県熊本市南区海路口町～宇城市三角町

２４．０km

熊本宇土道路： ３．８km、 宇土道路：６．７km

宇土三角道路：１３．５km

１，５８５億円

熊本宇土道路：４０４億円、宇土道路：４３４億円

宇土三角道路：７４７億円

４２．２億円（事業費）

熊本宇土道路：２．０億円、宇土道路：３９．０億円

宇土三角道路：１．２億円

う き み すみ まちくま もと みなみ う じ ぐちまち

くまもとう と

う と

う と みすみ

城塚IC（仮称）

海路口IC（仮称）

網田IC（仮称）

郡浦IC（仮称）

波多IC（仮称）

みすみIC（仮称）

みすみIC登立IC

合津IC

知十IC
米の山IC

上津浦IC

志柿IC（仮称）
瀬戸IC

本渡港IC

大矢野IC（仮称）

うじぐち

じょうつか

おうだ

こうのうら

は たのぼりたて

おおやの

あいづ

ちじゅう
こめのやま

こうつうら

しかき

せ ど

ほんどこう

写真提供：天草市

写真提供：宇城市



■当該箇所は、近隣に木葉小学校が立地し通学路として利用されているが、歩道が未整備のため児童は狭隘な路肩を

通行しており安全が確保されていない状況。

■本事業において、歩道を整備することにより、児童の安心・安全な歩行空間の確保を図る。

熊本２０８号 交通安全対策【直轄】 道路－２７継続

事業区間：熊本県玉名郡玉東町木葉

事  業  量：０．３ｋｍ

Ｒ７当初：０．９７億円（事業費）

〇国道２０８号 木葉歩道整備
《諸元等》《位置図》

たまな ぎょくとうまち このは

《路線位置図》

《計画横断図》（A-A’断面)

《現地状況写真》

事業箇所

（現況）

（計画）
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0

No
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木葉歩道整備 延長 0.3km
このは

至 

熊
本
市

く
ま
も
と

至 

玉
名
市

た
ま
な

このは

木葉小学校

木葉歩道整備

凡例
：通学路

至
： 

玉
名
市

至
： 

熊
本
市

このは

このは

至 熊本市
くまもと

至 玉名市
たまな  

文

写真

A A’

A A’

（単位：ｍ）

（単位：ｍ）

このは



○大規模災害（地震、竜巻、台風等）が起きた際に、電柱等が倒壊
することによる道路の寸断を防止。

○景観の阻害要因となる電柱・電線をなくし、良好な景観を形成。
○無電柱化により歩道の有効幅員を広げることで、通行空間の安全性・
快適性を確保。

■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を推進することで、災害時における緊急輸送道路の機能確保並びに安全で快適な歩行空間の確保を

図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

熊本３号 電線共同溝【直轄】

《諸元等》

《現地状況写真》

《位置図》

《対策イメージ》

南高江地区電線共同溝
みなみたかえ

○国道３号 南高江地区電線共同溝
みなみ たか え

《路線位置図》

事 業 区 間：熊本県熊本市南区近見町７丁目

～熊本市南区南高江町５丁目

延 長： ２．２ｋｍ（上下）
全体 事業費：４０.０億円
Ｒ ７ 当 初： ３.５億円

みなみたかえ

みなみ

みなみ まち

ちか み まち

至 八代市

至 山鹿市

※工事着手前
※自転車通行可能エリア

《整備効果》

歩行空間の確保

緊急輸送道路の機能確保

良好な都市景観の形成

道路閉塞の恐れ

狭隘な歩行空間

都市景観の阻害

◎電線共同溝とは、道路の地下空間を活用して電力線、通信線等をまとめて収容する手法

道路－２８継続

国道３号南高江地区電線共同溝

延長 ２．２ｋｍ（上下）

みなみたかえ

熊本市役所

至 山鹿市

宇土駅

写真

やまが

至 八代市
やつしろ



事  業   区  間 ：熊本県上天草市大矢野町上 
～大矢野町登立

延      長  ： ３．４ｋｍ
全 体 事 業 費  ：   １７０億円
Ｒ   ７   当   初  ： ２５．０億円（事業費）

■国道２６６号大矢野道路は、熊本県熊本市と熊本県天草市を結ぶ熊本天草幹線道路の一部を構成し、天草市と熊本都

市圏間の「９０分構想」の実現を目的とする道路。

■大矢野道路の整備により、災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するための信頼性の高い道路

ネットワークを形成するとともに、休日を中心とした観光交通の混在による慢性的な交通渋滞の緩和等に期待。

国道２６６号 大矢野道路【補助】
お お や の

《位置図》

大矢野道路

熊本県

《諸元等》
かみ あま くさ おお や の まち

おお  や の まちのぼりたて

《整備効果》《路線位置図》

あ ま く さ あ ま く さ あ ま く さ

道路－２９

かみ

▲ 国道２６６号（現道）の渋滞状況 ▲ 国道２６６号（現道）大雨による冠水

《現地状況写真》

お お や  の

○災害、事故等に対する信頼性の高い道路ネットワークの形成
○水産物の輸送時間の短縮、定時性確保が図られ、海外販路の拡大
○観光地へのアクセスが向上し、観光客の増加
○交通量の分散による慢性的な交通渋滞の緩和

至 上天草市

至 天草市

継続

熊本空港・

福岡空港へ

主に北米、アジア
（韓国、中国、香港、

台湾等）へ輸出

  主要渋滞箇所

   主要漁港

主要観光地

﨑津集落

天草の﨑津集落
（世界文化遺産）

▲熊本県水産物

輸出額シェア

▲熊本県養殖収穫量

地域別割合

資料：熊本県農林水産部資料

●主に北米・アジアへ養殖魚を中心に輸出
●熊本県における養殖収穫量の９９％を

天草地域が占める！

令和4年
熊本県

水産物輸出額
27.7億円

アジア
55％

北米
44％

その他
1％

天草地域
99％

天草以外
1%

令和4年
熊本県

養殖収穫量
1.6万t

高速道路
国道

事業中区間

開通区間

対象区間

調査中区間

凡 例

写真②

写真①

ほんど まつしまありあけほんど まつしま おおやの みすみ おおやの うと みすみ うと くまもと うと

あまくさ

う と

かみあまくさ

あまくさ

▲90分圏域の拡大
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写真① 写真②

お お や  の

おおやの



国道２１０号 川下改良 【直轄】
か わ  し た

《位置図》 《諸元等》

《路線位置図》

▲H28熊本地震による被災状況 ▲斜面に転石・浮石多数

▲断面不足で坑口部へ接触 ▲高さ制限と視距不足の状況

並行現道の被災状況・地形状況

写真③

接触⇒

写真④

道路－３０継続

至 大分市 至 久留米市

並行現道（加々鶴トンネル）の状況

写真① 写真②

加々鶴トンネル
か が づる

写真③

写真④

H28熊本地震による
被災箇所

写真①

写真②

※付近は防災要対策箇所に指定

《整備効果》

■国道２１０号川下改良は､断面不足で老朽化の進む加々鶴トンネルや、落石等の危険性が高い区間の回避を目的とした

防災事業。

■川下改良の整備により、トンネル内の断面が十分に確保され、大型車の走行性向上等が期待されるとともに、地域の安心・

安全を確保する信頼性の高い道路ネットワークを構築。

かわ した  か が づる      

かわ  した      

至

久
留
米
市

至

大
分
市

至

大
分
市

国道（直轄以外）
県道

事業区間

ひ

た

か
わ
し
た

（終
）大
分
県
日
田
市
川
下

かわ   した   

← 筑後川

ひ

た

か
わ
し
た

（起
）大
分
県
日
田
市
川
下

国道（直轄）

至

久
留
米
市

日 田 市

事 業 区 間 ：大分県日田市川下

延 長： １．１ｋｍ

全体事業費： ６０億円

Ｒ ７ 当 初 ：２１．５億円（事業費）

ひ た      かわ した

防災要対策箇所

川下改良 延長1.1ｋｍ
かわ した   

かわした

川下改良

延長1.1ｋｍ



事業区間：大分県中津市三光西秣

～中津市本耶馬渓落合

延 長：１２．８ｋｍ

全体事業費： ７１１億円

Ｒ７当初：１９．８億円（事業費）

《位置図》

《路線位置図》

《整備効果》

写真①︓H24.7 被災

写真②︓R5.7 被災

至 中津市街

至 日田市

至

日
田
市

至

中
津
市
街

国道２１２号 三光本耶馬渓道路【直轄】 道路－３１
さん こう ほん や ば けい

継続

■国道２１２号三光本耶馬渓道路は、大分自動車道と東九州自動車道及び重要港湾中津港を相互に連絡する高規格道路

中津日田道路の一部を構成し、災害に強いネットワークの構築及び観光振興の支援を目的とする道路。

■三光本耶馬渓道路の整備により、災害時における速やかな緊急車両や一般車両の通行確保及び、沿線観光地への周遊

性向上や観光圏拡大による広域的な観光振興の支援に期待。

なか つさん こう ほん や ば けい

さん こう ほん や ば けい

なか つ さんこう にしまくさ

《諸元等》

なか つ ほん や ば けい おち あい

国道212号は、H24年以降
年間平均約9⽇の全⾯通⾏⽌めが発⽣

本耶馬渓耶馬溪道路耶馬溪道路 三光本耶馬渓道路

中津市
消防本部

E10

E10

R6.3.24開通

定留IC

伊藤田IC

三光下秣IC中津IC

田口IC

青の洞門・羅漢寺IC

本耶馬渓IC

耶馬溪山移IC

耶馬溪下郷IC
(仮称)

R5年7⽉豪⾬時は
代替路 として機能

中津市役所

犬丸IC
写真②R5.7写真①H24.7

至

日
田
市

至 行橋市

至 大分市

なか つ ひ た

■広域観光の振興支援

:防災点検要対策箇所
:災害による全⾯通⾏⽌め（H24〜R4）
:R5年7⽉豪⾬による全⾯通⾏⽌め
:整備前ルート
:整備後ルート

■災害に強いネットワークの構築

▲国道212号の通行規制状況(H24～R4)及びR5年7月豪雨による通行規制箇所

資料：日田市観光振興基本計画(案)、中津市観光振興計画
日田市観光動向調査（R4）、中津市観光統計調査（R4）

コロナ禍

回復傾向

（万人）

▲中津市・日田市の観光入込客数の推移

中津市
330万人/年

大分県

観光⼊込客数
中津⽇⽥道路沿線
主要観光地

沿線の
周遊性向上

三光本耶馬渓道路

中
津
日
田
道
路

E10

212

別府・由布への
観光圏の拡⼤

由布市
276万人/年

別府市
372万人/年

昭和の町

観光客で賑わう

一目八景

写真：大分県HP

・三光本耶馬渓道路の整備によって、日田市と中津市の

観光地の周遊性が向上するとともに別府市や由布市

への周遊範囲の拡大により、当該地域の一体的な魅力

が向上し観光客の増加が期待できる。

関係者の声（⽇⽥市ヒアリング）

資料：日田市ヒアリング調査結果(R5.5)

資料：由布市観光動態調査（R3）、
中津市観光振興計画（R3）、
別府市観光動態要覧（R3）、
日田市観光振興基本計画（R3）▲観光地分布状況

E34

日田市
191万人/年

中津IC〜⽥⼝IC H31.3開通

さん こう ほん や ば けい

さん こう ほん や ば けい

さん こう ほん や   ば けい



■当該箇所は、近隣に野津小学校が立地し通学路として利用されているが、歩道が整備されておらず児童の安全

が確保されていない状況。

■本事業において、歩道整備を実施することにより、児童の安心・安全な歩行空間の確保を図る。

大分１０号 交通安全対策【直轄】 道路－３２継続

事業区間：大分県臼杵市野津町大字野津市

事  業  量：０．９ｋｍ

Ｒ７当初：０．６１億円（事業費）

〇国道１０号 野津野口歩道整備
《諸元等》《位置図》

の つ    

《路線位置図》

《計画横断図》（A-A’断面)《現地状況写真》

事業箇所

写真

野津野口歩道整備 延長0.9km

至 大分市

至 延岡市

おおいた

のべおか

（現 況）

（計 画）

（単位：ｍ）

3.253.251.50 1.50 2.502.50
CL

歩道 自
転
車

通
行
帯

車道(下り線) 車道(上り線) 自
転
車

通
行
帯

歩道

3.003.00
CL

0.50
0.75

1.10

ポールコーン

歩道
路肩

路肩 車道(下り線) 車道(上り線)

うすき    の つ まち       の つ いち

野津野口歩道整備事業  
L=0.9km

凡例
：通学路

野津小学校至 大分市

至 佐伯市

のつおおいた

さいき

至 延岡市
のべおか

至 大分市
おおいた

（単位：ｍ）

の つ  の ぐち    

文

A A’

A A’

A

A’

の つ   の ぐち    

の つ  のぐち    



■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を推進することで、災害時における緊急輸送道路の機能確保並びに安全で快適な歩行空間の確保

を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

大分１０号 電線共同溝【直轄】

《諸元等》

《現地状況写真》

《位置図》

《対策イメージ》

鴛野地区電線共同溝
お し の

○国道１０号 鴛野地区電線共同溝
おし の

《整備効果》

歩行空間の確保

緊急輸送道路の機能確保

良好な都市景観の形成

◎電線共同溝とは、道路の地下空間を活用して電力線、通信線等をまとめて収容する手法

道路－３３継続

事 業 区 間：大分県大分市大字鴛野

～大分市大字鴛野

延  長： ２．１ｋｍ（上下）

全体 事業費：２３．８億円

Ｒ ７ 当 初：  ３．０億円

お し の

お し の 

至 別府市

至 佐伯市 ※工事着手前

狭隘な歩行空間
都市景観の阻害 JR敷戸駅

《路線位置図》

アルメイダ病院
(第三次救急医療機関)

至）佐伯市
さ い き

鴛野地区電線共同溝
延長 2.1km（上下）

お し の至）別府市
べ っ ぷ

JR敷戸駅

大分県立病院
(第三次救急医療機関)

至）日田市
ひ た

写真

○大規模災害（地震、竜巻、台風等）が起きた際に、電柱等が倒壊
することによる道路の寸断を防止。

○景観の阻害要因となる電柱・電線をなくし、良好な景観を形成。
○無電柱化により歩道の有効幅員を広げることで、通行空間の安全性・
快適性を確保。

道路閉塞の恐れ

大分光吉IC



■国道２１２号日田山国道路は、中津日田道路の一部を構成し、大分自動車道と東九州自動車道や重要港湾中津港を連

結する災害に強いネットワークの構築及び地域産業の支援を目的とする道路。

■日田山国道路の整備により、災害時における速やかな緊急車両や一般車両の通行が確保されるとともに、物流の効率

化による地域産業の活性化に期待。

国道212号 日田山国道路【補助】 道路－３４継続
ひ  た    や ま く に

《諸元等》

事 業 区 間 ：大分県中津市山国町守実

～ 日田市大字三和

延          長  ： ８．８ｋｍ
全体事業費  ： ４０８億円
Ｒ ７ 当  初  ： ４１．５億円（事業費）

なか つ やまくに

ひ  た     み  わ

もり ざねまち

○災害、事故等に対する信頼性の高い道路ネットワークの形成

○地域産業の活性化を支える効率的な物流ネットワークの確保

《整備効果》

《位置図》 《現地状況写真》

▲ 積雪凍結事故発生状況 ▲ 風水害による土砂流出状況

至 日田市
至 中津市

写真②写真①

《路線位置図》

日田山国道路 延長8.8km

写真②

日田山国道路

大分県

至 日田市 至 中津市

なかつ

ひ た

ひ た

なかつ

ひ た  やまくに なか  つ  ひ   た おおいた なか つ

ひ た  やまくに

写真①

ひ た やまくに

災害に強い道路ネットワークの形成
物流ネットワークの強化

ひ 

た

み
わ

な
か
つ

や
ま
く
に
ま
ち
も
り
ざ
ね

（終） （起）

■

■

田口IC

E10

中津IC

E34

（仮）三和ＩＣ

至 豊前市

至 宇佐市

至 玖珠町

至 朝倉市

至 日出町

なかつ

ぶ  ぜんなか つ    ひ  た

う さ

く す

あさくら

ダイハツ
九州

ひ た

日田市

中津市
なかつ

ひ た

なか つ

み わ

ふじやま

かみしがわ

にしありたまめた

おおつるくまとり

ひ たやまくに

ひ   た やまくに

ひたやまくに



■当該箇所は、国道から県道へ右折する交通が多いが、右折レーンの滞留長が不足しているため、直進阻害による追突

事故が発生している状況。

■本事業において、右折レーンの延伸や路面標示の設置等を実施することにより、交差点における事故防止を図る。

宮崎１０号 交通安全対策【直轄】 道路－３５新規

事業区間：宮崎県東臼杵郡門川町

事 業 量：１箇所

Ｒ７当初：０．１億円（事業費）

〇国道１０号 鳴子交差点改良
《諸元等》《位置図》

ひがし うすき かどかわちょう

《路線位置図》
《計画横断図》（A-A’断面)

《現地状況写真》
なるこ

宮崎県

日向市

延岡市

事業箇所

写真① 写真②

右折レーンからのはみ出し状況 路面標示が不明確なためブレーキを踏んでいる状況

⾄ 宮崎県
みやざき

⾄ ⼤分県
おおいた

⾄ 宮崎県
みやざき

⾄ ⼤分県
おおいた

鳴子交差点改良

鳴子交差点

A

A

至

大
分
県

至

宮
崎
県

写真① 写真②

事業箇所
鳴⼦交差点

⾄ 宮崎県

⾄ ⼤分県

⾨川⼩学校

草川⼩学校

⾨川中学校

⾨川駅

現況断面 計画断面

A A’A A’

（単位：ｍ） （単位：ｍ）
なるこ

なるこ



■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を推進することで、災害時における緊急輸送道路の機能確保並びに安全で快適な歩行空間の確保

を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

宮崎１０号 電線共同溝【直轄】

《諸元等》

《現地状況写真》

《位置図》

《対策イメージ》

上川東（２）地区電線共同溝
かみかわひがし

○国道１０号 上川東（２）地区電線共同溝
かみ かわ ひがし

整備済区間

事業中

電柱無し区間

拠点

凡　例

《路線位置図》

事 業 区 間：宮崎県都城市上川東二丁目

～都城市上川東一丁目

延 長：０.６ｋｍ（上下）
全体 事業費：８.０億円
Ｒ ７ 当 初：０.３億円

みやこのじょう かみかわひがし

《整備効果》

歩行空間の確保

緊急輸送道路の機能確保

良好な都市景観の形成

◎電線共同溝とは、道路の地下空間を活用して電力線、通信線等をまとめて収容する手法

道路－３６新規

至 鹿児島県曽於市

至 宮崎市

ＪＲ西都城駅

ＪＲ五十市駅

至）宮崎市

至）鹿児島県曽於市
そ お

都城市役所

横市IC

平塚IC

写真

上川東（２）地区電線共同溝
延長 ０．６km（上下）

道の駅都城ＮＩＱＬＬ

みやこのじょう かみかわひがし

かみかわひがし

道路閉塞の恐れ

都市景観の阻害

○大規模災害（地震、竜巻、台風等）が起きた際に、電柱等が
倒壊することによる道路の寸断を防止。

○景観の阻害要因となる電柱・電線をなくし、良好な景観を形成。乙房IC

おきみずIC

高木IC

都城IC

動車道



■国道２１８号五ヶ瀬高千穂道路は、九州横断自動車道延岡線（九州中央自動車道）の一部を構成し、国道２１８号の
防災課題箇所及び線形不良箇所を回避することにより、走行性、安全性の向上や、災害時の救急活動等の防災機能向
上に寄与する道路。

■五ヶ瀬高千穂道路の整備により、災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行が確保され、道路ネットワー
クの機能強化に期待。

ご か せ たか ち ほ

ご か せ た か ち ほ のべ おか

《位置図》

宮崎県

五ヶ瀬高千穂道路

《路線位置図》

《整備効果》

国道２１８号 五ヶ瀬高千穂道路【直轄】 道路－３７継続

ご か せ た か ち ほ

至 宮崎市

五ヶ瀬高千穂道路
延長9.2km

ご か せ たか ち ほ

高千穂IC
（仮称）五ヶ瀬東IC

（仮称）

熊本県 宮崎県

至 北九州市至 福岡市

高千穂雲海橋道路
延長3.3km

蘇陽五ヶ瀬道路
延長7.9km

雲海橋交差点

蘇陽IC
（仮称）

矢部清和道路
延長10.3km

清和IC
（仮称）

山都通潤橋IC

九州横断自動車道延岡線 延長約95km

○当該道路の整備により、国道２１８号の線形不良箇所（６０箇所）や

防災課題箇所（５箇所）等を回避する緊急輸送道路として機能し、

道路ネットワークの機能強化を推進。

▲H28熊本地震 国道218号

至 熊本 至 熊本

▲R4台風14号 国道218号

写真① 写真②

五ヶ瀬

町役場

国道218号（並行現道）

写真②

写真①

至

延
岡山都町 五ヶ瀬町

H23.9.20(冠水)6.5h
片側通行止め

H28熊本地震により被災(落石)
片側通行止め

R4.9.18(土砂堆積)
通行止め

五ヶ瀬高千穂道路
延長9.2km宮崎県熊本県

ご か せ たか ち ほ

至

熊
本

高千穂町
たか ち ほ ちょう

やま と ちょう ご か せ ちょう

防災課題箇所

高千穂
町役場

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町

～西臼杵郡高千穂町

９．２ｋｍ

５５９億円

３５．０億円（事業費）

にし うす き ご か せ ちょう

《諸元等》

にし うす き たか ち ほ ちょう

事業区間 ：

延 長：

全体事業費：

Ｒ ７ 当 初 ：

ご か せたかち ほ

五ヶ瀬東IC
（仮称）

高千穂IC
（仮称）



■国道２２０号日南・志布志道路、油津・夏井道路、南郷奈留道路は、地域観光振興及び、木材輸送などの産業活動、医療活動を
支援し、並行する国道２２０号の線形不良個所や事故率の高い箇所等を回避するとともに、災害時の救助活動等にも機能する
安全で円滑な高速ネットワークの形成を目的とする道路。

にち なん し ぶ し あぶら つ なつ い なん ごう な る

■日南・志布志道路、油津・夏井道路、南郷奈留道路の整備により、津波に対して十分な高さを確保し、大規模災害時における緊
急輸送道路として活用するとともに、津波浸水等の被災リスクの回避に期待。

にち なん し ぶ し あぶら つ なつ い なん ごう な る

国道２２０号 東九州自動車道（日南東郷～志布志）【直轄】
に ち な ん

《位置図》 《整備効果》《諸元等》

日南・志布志道路

油津・夏井道路

南郷奈留道路

事 業 区 間

延 長

全 体 事 業 費

Ｒ ７ 当 初

：宮崎県日南市大字東弁分

～鹿児島県志布志市志布志町志布志

：４０．７ｋｍ

日南・志布志道路：６．９km、油津・夏井道路：２０．５km
南郷奈留道路：１３．３km

：１，９７０億円

日南・志布志道路：５４９億円、油津・夏井道路：７７１億円
南郷奈留道路：６５０億円

：１１７．７億円（事業費）

日南・志布志道路：７６．５億円（うち宮崎県：３８．５億円、鹿児島県：３８．０億円）

油津・夏井道路：３９.２億円（うち宮崎県：２４.７億円、鹿児島県：１４.５億円）

南郷奈留道路：２．０億円

にち なん ひがしべんぶん

し ぶ し し ぶ し ちょう し ぶ し

《路線位置図》
至 宮崎市

（
至 鹿屋市

東九州道
日南東郷～志布志間

計画高
（約9m～145m）

国道２２０号

：津波浸水イメージ

東九州道 日南東郷～志布志間に
並行する国道220号の約３割※1が

津波浸水により通行不能
津波浸水深(0.3m～10m)※2

現道高
（約2m～112m）

（※1）東九州道 日南東郷～志布志間に並行する国道220号のうち、
最大津波浸水深（宮崎県、鹿児島県推定）と現道高を比較し、
最大津波浸水深より低い区間の延長割合

（※2）出典：県としての新たな「津波浸水想定」の設定について【宮崎県】
鹿児島県津波浸水想定の設定について【鹿児島県】

■イメージ図（道路高と最大津波浸水深の関係）

至
宮
崎
市

至
鹿
屋
市

平成30年9月発生 令和6年10月発生

令和6年8月発生

至 宮崎市

至 鹿屋市

航空写真：国土地理院地図

志布志IC (仮称)
夏井IC (仮称)

串間IC

(仮称)
奈留IC

(仮称)
南郷IC

(仮称)
油津IC

日南東郷IC

⽇南
北郷
IC

東
九
州

⾃
動
⾞
道

志布志
有明IC

日南市

串間市

志布志港

油津港

至

鹿
屋
市

宮崎県

鹿児島県

日南・志布志道路

(日南区間)
延長3.2㎞

油津・夏井道路

(油津区間)
延長6.4㎞

南郷奈留道路
延長13.3㎞

油津・夏井道路

(串間・夏井区間)
延長14.1㎞

日南・志布志道路

(志布志区間)
延長3.7㎞

至 宮崎市

にちなん し ぶ し

し ぶ し

にちなん し ぶ し

にちなん

あぶらつ なつ い

くし ま なつ い

あぶらつ なつ い

あぶらつ

なんごう な る

志布志市

高規格道路
一般国道

凡 例

事業中区間
開通区間

２車線

津波浸水想定区域
防災点検要対策箇所

広域図

都
城
志
布
志
道
路

道路－３８継続
し ぶ しと う ご う

■過去の被災状況

【写真①】大雨時の冠水（串間市） 【写真②】大雨時の法面崩壊（串間市）

【写真③】地震時の落石（日南市）

にち なん し ぶ し

あぶら つ なつ い

なん ごう な る



■国道２２０号日南防災（北区間）、（南区間・宮浦～鵜戸）は、異常気象時通行規制区間における事前通行規制に伴

う孤立集落の解消を図るとともに、災害等に伴う通行止めによる迂回の解消を図る防災事業。

■国道２２０号日南防災（北区間）、（南区間・宮浦～鵜戸）の整備により、土砂災害等による通行規制を回避するこ

とで、産業・物流活動や通勤・通学等における地域の安全・安心を確保する信頼性の高い道路ネットワークを構築。

《位置図》

国道２２０号 日南防災（北区間）（南区間・宮浦～鵜戸）【直轄】 道路－３９
に ち な ん

継続

《諸元等》

事 業 区 間 ：宮崎県宮崎市大字内海

： ～日南市大字宮浦字松ケ迫
延 長 ： ４．３ｋｍ

北区間 ：2.6km
南区間・宮浦～鵜戸：1.7km

全体事業費： ２２４億円
北区間 ：144億
南区間・宮浦～鵜戸： 80億

Ｒ ７ 当 初 ：２７．１億円（事業費）
北区間 ：24.8億
南区間・宮浦～鵜戸： 2.3億

みや ざき うち うみ

にち なん みや うら まつ が さこ

《整備効果》
○事前通行規制区間や防災危険箇所を回避できる安心・安全で信頼性の高い

道路ネットワークの確保を図るとともに、孤立集落の解消を図る。

■国道220号日南防災区間の被災状況
平成11年6月災害（鶯巣地区）

写真① 写真②

＜国道220号日南防災区間の状況＞

○国道220号の宮崎市小内海～日南市風田間（規制区間延長13．9km）は、大雨等の異常
気象時に落石や土砂災害の危険性が高いため事前通行規制を実施

○平成20年度以降の16年で計41回の全面通行止めを実施し、最大で約380時間の沿道集
落の孤立が発生

《路線位置図》

日南市
にち なん

令和2年4月26日
開通

延長 0.9km異常気象時通行規制区間

延長 2.7km

異常気象時通行規制区間
延長 11.2km

（終）
宮
崎
県
日
南
市
大
字
宮
浦
字
松
ヶ
迫

み
や
ざ
き

に
ち
な
ん

み
や
う
ら

ま
つ
が

さ
こ

宮
崎
県
日
南
市
大
字
宮
浦
字
鳥
越

（起）
み
や
ざ
き

に
ち
な
ん

み
や
う
ら

と
り
ご
え

宮
崎
県
日
南
市
大
字
富
土

（終）
み
や
ざ
き

に
ち
な
ん

ふ

と

宮
崎
県
宮
崎
市
大
字
内
海

（起）
み
や
ざ
き

み
や
ざ
き

う
ち
う
み

鶯巣地区

延長1.5km

おう さ

日南防災（南区間・宮浦～鵜戸）

延長1.7km

にちなん

い び い しおかぜ

伊比井潮風トンネル

写真① 写真②

宮崎市
みや ざき 至

串
間
市

く
し
ま

至

宮
崎
市

み
や
ざ
き

日南防災（開通済）

日南防災（事業中）

要 対 策 箇 所

災 害 箇 所

国 道 2 2 0 号

交 通 遮 断 機

凡 例

日南防災
（北区間）

延長2.6ｋｍ

事前通行
規制区間

宮崎市郡医師会病院
（二次救急医療施設）

事前通行
規制区間

日南防災
（南区間）

延長1.7ｋｍ

・異常気象時に孤立する可能性がある世帯数

３００

約 400 世帯
（約 800 人）が

孤立解消

世帯

２００

１００

０

約４５０世帯

（約９００人)

整備前 整備後

４００

５００

約５０世帯

（約１００人)

■孤立集落の解消

資料：R2年度防災検討会

み や う ら う ど

宮崎県

日南防災（北区間)
日南防災（南区間・宮浦～鵜戸）

にちなん みやうら う ど

にちなん みやうら う ど

平成29年10月災害

国道220号

至

日
南
市
街

至

宮
崎
市

：孤立集落箇所

伊比井～富土地区

延長1.1km

い び い ふ と

日南防災（北区間）

延長2.6km

にちなん

にちなん

にちなん みや うら う ど

宮崎大学医学部附属病院
（三次救急医療施設）

にちなん

にちなん



○宮崎県えびの市から
    鹿児島県伊佐市まで、
    約１５分の時間短縮。

国道４４７号 真幸・青木バイパス【補助】 道路－４０

《位置図》

《整備効果》

《諸元等》 《現地状況写真》

鹿児島県 宮崎県

【鹿児島県】
国道447号
青木工区
延長0.8km

【宮崎県】
国道447号
真幸工区
延長2.2km

県
境

写真①

えびの市

う
ち
た
て

え
び
の
市
内
竪

い
さ

   

お
お
く
ち
あ
お
き

伊
佐
市
大
口
青
木

凡 例

供 用 済

事 業 中

災害等箇所× × ×

××

《路線位置図》

伊佐市
い さ

伊佐市役所

えびの市役所

宮崎自動車道

供用済み
延長1.0km

まさき  あおき

国道447号 真幸・青木バイパス
延長5.0km（宮崎県・鹿児島県）

凍結による脱輪

写真①

至 えびの市

至 伊佐市

××

えびの市

宮崎県

鹿児島県

い さ   

伊佐市

事 業 区 間 ：宮崎県えびの市内竪～

 鹿児島県伊佐市大口青木

延  長  ： ５．０ｋｍ
 （宮崎県３．２ｋｍ、鹿児島県１．８ｋｍ）

全体事業費 ：  ２７２億円
（宮崎県２０５億円、鹿児島県６７億円）

R ７  当  初   ： １５．１億円
（宮崎県 １３．２億円、鹿児島県 １．９億円）

いさ  おおくち  あおき

うちたて

【一般部】 【トンネル部】

×

写真② 至 伊佐市

至 えびの市

写真②

ま  さき あお き

■国道４４７号真幸・青木バイパスは、九州縦貫自動車道と南九州西回り自動車道を結ぶ路線の狭隘区間解消を目的とした県

境を跨ぐ道路。

■真幸・青木バイパスの整備により、災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するとともに道路ネットワー

 クの機能強化に期待。

ま  さき あお き

幅員狭小・線形不良

供用済み
延長1.0km

継続

い  さ
い  さ

い さ い さ

真幸・青木バイパス
まさき あおき

きゅうしゅう みなみきゅうしゅう

ま  さき あお き

○災害による通行止め
    が発生(R元～R5：5件）
    していることから、道路
    整備で通行止回数減

 少が期待できる。  



■国道２２０号古江バイパスは、鹿屋市白水町から垂水市新城において、円滑な走行性の確保及び交通安全性の向上を
目的とする道路。

■古江バイパスの整備により、災害時の代替路を確保するとともに、交通混雑の緩和による交通安全性の向上に期待。

国道２２０号 古江バイパス【直轄】
ふ る え

ふる え かの や しろ みず たる みず しん じょう

ふる え

道路－４１

《位置図》

鹿児島県
ふる え

古江バイパス

《整備効果》《諸元等》

鹿児島県鹿屋市白水町

～垂水市新城

７．５ｋｍ

２００億円

５．９億円（事業費）

かの や しろ みず ちょう

たる みず しん じょう

▲ 事業中区間の交通状況

①

（撮影：R3.6）

【凡 例】

開通済み区間
事業中区間
国道
主要地方道

学校
主要渋滞箇所
主な交差点
信号交差点

▲ H29.7冠水状況

②

た
る
み
ず

し
ん
じ
ょ
う

（
終
）
垂
水
市
新
城

H23.3 開通

(

起
）
鹿
屋
市
白
水
町

か
の

や

し
ろ
み
ず

Ｔ’21=14,878台/日

延長 1.3km

ふる え

古江バイパス 延長7.5km

至 錦江町
きんこう

至

霧
島
市

き
り
し
ま

R7年度完成予定

延長 2.3km

Ｔ’21=8,504台/日

一般国道

市道

県道

《路線位置図》

H20.3 開通

延長 3.9km

事業中

開通済

至

志
布
志
市

し

ぶ

し

写真②

法面崩壊箇所

冠水箇所

写真①

鹿屋市古里町交差点
ふるさと ちょうかのや

R7年度完成予定

▲線形不良箇所と信号交差点数および旅行速度

35 

50 

30

40

50

60

開通前（現道） 開通後（古江バイパス）

約15ｋｍ/ｈ
向上

（予測）

ｋｍ/ｈ
開通前 開通後

線形不良箇所※ ２箇所 ⇒ ０箇所

信号交差点 ４箇所 ⇒ １箇所
※設計速度60km/hの最小曲線半径150ｍ未満、

縦断勾配5％以上の箇所

開通前：ETC2.0 （R5.1-R5.12平日7時台）
開通後：予測値（開通済区間と同等の速度を想定）

事 業 区 間 ：

延 長：

全体事業費：

Ｒ ７ 当 初 ：

全線開通



大隅地域の産出額
肉用牛 476億円
豚 609億円

鹿児島県全体の畜産算出
額の約５割は、大隅地域！

吾平道路

（主）鹿屋吾平佐多線 吾平道路【補助】

《位置図》

事 業 区 間：

鹿児島県鹿屋市吾平町

事 業 主 体：鹿児島県

延    長： ４．２ｋｍ

全体事業費： ８０億円

Ｒ ７ 当 初  ：８．０億円

 （事業費）

かのや あいらちょう

《路線位置図》

《諸元等》

《現地状況写真》

《整備効果》

か の や  あ い ら さ  た あ い ら

写真①

至 鹿屋市街

道路－４２全線開通

■（主）鹿屋吾平佐多線吾平道路は、大隅半島を縦断する大隅縦貫道の一部を構成し、東九州自動車道と一体となって大隅地域

 の広域交通ネットワークの骨格をなす重要な道路。

■吾平道路の整備により、広域交通ネットワークの形成や大隅地域の物流や地域間交流の活性化に期待。

か の や あ い ら

吾
平
道
路

令和７年度
開通予定

L=4.2km
H27～R7

あ
い
ら

開通済み
事業区間
他事業区間

凡例

大
隅
縦
貫
道
約
53
km

○ 大隅地域は畜産業や農業が
盛んな地域であり、消費地への

  安定的な供給を支援する。

○ 東九州自動車道と一体となり
大隅地域の広域交通ネットワー
クの形成が図られる。

○ 県内外から大隅地域へのアク
セスを容易にし、大隅地域の観
光周遊ルートの形成を図ると共
に、観光を軸とした地域活性化
を支援する。

2,137 鹿児島県
全国第１位

全国シェア15%

出典：農水省HP R４年市町村別農業産出額（推計）より

【肉用牛と豚の算出額】

資料：Ｒ４年 生産農業所得統計

鹿児島市
約80分短縮

約180分→約100分
錦
江
町
田
代 

鹿児島空港
約60分短縮

約140分→約80分

【所要時間の短縮】

整備前：H11道路交通センサス
将来：H27道路交通センサス

（整備前） （将来）

（整備前） （将来）

東九州自動車道及び大隅縦貫道の整備により
アクセス性が向上する

吾
平
大
根
占
田
代
道
路

あ
い
ら 

 

お
お

ね
じ
め

 

た
し
ろ

L=16.0km
R3～

さた あいら おおすみ おおすみじゅうかんどう おおすみ

あいら

①

おおすみ

かのや

あいら


鹿児島県位置図



吾平道路



凡例



								凡例（地高） ハンレイ チコウ

								開通済 カイツウ ズミ

								事業中 ジギョウ チュウ

								調査中 チョウサチュウ





								凡例（現道課題） ハンレイ ゲンドウ カダイ

										要対策箇所 ヨウ タイサク カショ





								凡例（地高） ハンレイ チコウ

								事業中 ジギョウ チュウ

								開通済 カイツウ ズミ

								調査中 チョウサチュウ








Sheet1

																						凡例

																						開通済み

																						事業区間 クカン

																						他事業区間 クカン







■国道３号阿久根川内道路は、南九州西回り自動車道の一部を構成し、九州南西部の地域経済の活性化及び高速定時性
の確保を目的とする道路。

■阿久根川内道路の整備により、並行する国道３号とのダブルネットワークを形成し、災害による通行規制等が生じた
場合の代替機能の確保や、新たな企業立地及び雇用促進による地域産業の活性化に期待。

道路－４３継続国道３号 阿久根川内道路【直轄】
あ く ね せ ん だ い

あ く ね せん だい

■並行する国道３号の過去の被災状況

▲ 大雨による冠水状況（R2.5）▲ 法面崩壊状況（R3.7）

写真②写真①

▲薩摩川内市の企業立地状況（H24～R6）

■雇用促進による地域産業の活性化

あ く ね せん だい

出典：薩摩川内市（R7.2.19時点）
至 鹿児島市

あ く ねせんだい

阿久根川内道路
延長22.4km
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鹿
児
島
IC 写真撮影箇所

及び撮影方向
①

阿久根市

出水市

川内港
①②

：災害発生箇所
（H２３～R５）

湯
田
西
方
IC

出
水
IC

高
尾
野
北
IC

薩
摩
川
内
水
引
IC

薩
摩
川
内
高
江
IC

薩摩川内市

高規格道路

至 八代市

至 鹿児島市

至 鹿児島市

至 八代市

至

八
代
市

国道

開通区間

事業中区間

（仮称）

（仮称） （仮称）

阿
久
根
IC

（仮称）

《位置図》 《諸元等》 《整備効果》

《路線位置図》

阿
久
根
川
内
道
路

川
内
隈
之
城
道
路

H27.3
供用

※立地協定で新設・増設を
決めた企業

：立地協定企業※

川内港

串木野港

※R4年度以降に立地協定した8社の新規雇用者数は見込み人数
出典：薩摩川内市（R7.2.19時点）

▲薩摩川内市の立地協定締結件数
および新規雇用者数の推移

鹿児島県阿久根市鶴川内

～薩摩川内市水引町

２２．４ｋｍ

１，１８５億円

２６．０億円（事業費）

あ く ね つる がわ うち

さ つ ま せん だい みず ひき ちょう

事 業区間 ：

延 長：

全体事業費：

Ｒ ７ 当 初 ：

あ く ね せんだい



■国道３号鹿児島東西道路は、鹿児島東西幹線道路の一部を構成し、九州縦貫自動車道等の高規格道路・主要幹線と
一体となって広域ネットワークを形成する道路。

■鹿児島東西道路の整備により、交通結節点である鹿児島ＩＣから鹿児島港や鹿児島市街地と周辺地域のアクセス機能
が強化され、現道交通が分散されることにより交通混雑が緩和し、交通安全性の向上に期待。

道路－４４継続国道３号 鹿児島東西道路【直轄】
か ご しま とう ざい

か ご しま とう ざい

か ご しま とう ざい

(分)

約12分短縮

▲ 鹿児島IC～鹿児島港（鹿児島新港）間
の所要時間変化

資料：全国道路・街路交通情勢調査(混雑時旅行速度)
開通前：H17全国道路・街路交通調査
開通後：R3全国道路・街路交通調査

※鹿児島東西道路60km/hで試算

︓10km/h未満
︓10〜20km/h
︓20〜30km/h
︓30〜40km/h
︓40km/h以上

▲ 並行現道の交通状況（写真①）

▲ 交通量の変化（断面①）
資料:現況(R3全国道路・街路交通情勢調査)

将来(交通量推計結果)

▲ 渋滞中に走行する救急車（写真②）

②

⿅児島東⻄道路への
転換により、現道の
交通量が約3割減

《位置図》 《諸元等》 《整備効果》

《路線位置図》

①

至：鹿児島IC

至：鹿児島港

鹿児島IC

鹿児島港

凡 例

：国道

：高速道路

：有料道路

：主要地方道等

：事業中区間

：開通区間

：調査中区間

至：鹿児島港

至：鹿児島IC

か ご しま とう ざい

出展：プローブデータ（R4.4-R5.3月 平日）

鹿児島県鹿児島市田上八丁目

～鹿児島市上荒田町

３．４ｋｍ

１，１８８億円

９０．３億円（事業費）

か ご しま た がみ

か ご しま うえ あら た

事 業 区 間 ：

延 長：

全体事業費：

Ｒ ７ 当 初 ：

か ご しま とうざい

か ご しま とう ざい

か ご しま とう ざい

か  ご  しま とう ざい



■当該箇所は、近傍に大崎小学校や大崎中学校が立地し、児童の通学路として利用されているが、歩道幅員が狭小な

区間があるため歩行者等の安全が確保されていない状況。

■本事業において、自歩道を整備することにより、児童の安心・安全な通行空間の確保を図る。

鹿児島２２０号 交通安全対策【直轄】 道路－４５継続

事業区間：鹿児島県曽於郡大崎町益丸

事  業  量：１．５ｋｍ

Ｒ７当初：０．３億円（事業費）

〇国道２２０号 益丸自歩道整備
《諸元等》《位置図》

そ お        おおさきちょう ますまる 

《路線位置図》

《計画横断図》（A-A’断面)

《現地状況写真》

事業箇所

（現況） （計画）

3500
14000

8000
3250750 3250 750

2500

220

1280 3330 3340

10750

2580

至 志布志市

至 鹿屋市
かの や

し  ぶ   し

益丸自歩道整備
ますまる

写真

おおさき

大崎小学校
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志
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志
市
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し

至 鹿屋市
かのや

A´
A

： 通学路おおさき

大崎中学校

220

下り線
供用済み

文

文

ますまる

A A’ A A’

（単位：ｍ）

おおさき おおさき

（単位：ｍ）



鹿児島３号 電線共同溝【直轄】

《諸元等》

事 業 区 間 ：鹿児島県鹿児島市伊敷８丁目

～鹿児島県鹿児島市伊敷３丁目

整 備 延 長 ： １．４ｋｍ（上下）

全体事業費 ：２０．６億円

Ｒ  ７  当  初： ２．０億円

《位置図》

《現地状況写真》

伊敷脇田地区電線共同溝

い し き

い し き

■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を推進することで、災害時における緊急輸送道路の機能確保並びに安全で快適な歩行空間の確保

を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

道路－４６継続

《路線位置図》

○国道３号 伊敷脇田地区電線共同溝
い し き  わ き た

いしき  わきた

都市景観の阻害

道路閉塞の恐れ

歩行空間の確保

《対策イメージ》

《整備効果》

歩行空間の確保

緊急輸送道路の機能確保

良好な都市景観の形成

3

やぎ座公園

鹿児島市
西消防署伊敷分遣隊

薩摩川内警察署

至 日置市
ひおき

至 鹿児島市街

伊敷脇田地区電線共同溝
延長 １．４ｋｍ（上下）

（起）鹿児島市伊敷８丁目

写真

3

鹿児島北IC

鹿児島北IC

（終）鹿児島市伊敷８丁目

い し き わ き た

至：日置市

至：鹿児島市街

○大規模災害（地震、竜巻、台風等）が起きた際に、電柱等が倒壊する
ことによる道路の寸断を防止。

○景観の阻害要因となる電柱・電線をなくし、良好な景観を形成。
○無電柱化により歩道の有効幅員を広げることで、通行空間の安全性・
快適性を確保。

◎電線共同溝とは、道路の地下空間を活用して電力線、通信線等をまとめて収容する手法



■島原道路（小野町～長野町）は、長崎県諫早市と南島原市を結ぶ島原道路の一部区間として計画され、交通混雑の解消、

物流効率化、観光拠点へのアクセス性向上を図ることで、地域産業の発展に資する道路。

■令和７年度より、概略ルート・構造等の検討（計画段階評価）に着手。

島原道路（小野町～長野町） 道路－４７新規
しま ばら お の まち なが の まち

しま ばら お の まち なが の まち

《位置図》 《地域の現状》

高規格道路 島原道路

◆信号交差点の連続、沿線商業施設への出入り等に起因する混雑が発生

◆島原地域は農業で盛んであり、対象区間等を経由し各地に輸送

⻑
崎
県
の

全
国
順
位

販売⾼数量作物名
販
売
⾼
順
位

6位75億円5,775tいちご1
３位45億円20,747tばれいしょ2
20位35億円5,450頭⼦⽜(⿊)3

9位14億円23,624tだいこん4

5位13億円15,672tにんじん5
11位12億円981頭⾁⽜(⿊)6

7位11億円3,242tブロッコリー7

4位11億円9,530tレタス8
17位9億円2,871tトマト9
2位7億円1,579tソーメン10

資料：JA島原雲仙(R3)、⻑崎県の全国順位は作物
統計調査・畜産物流通統計(R5)

※その他は⽣産者や関係者が購⼊した分

3.4 3.6

9.6
11.6

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

平⽇⼣ピーク
（18時台）

休⽇ピーク
（14時台）

（分） 約3倍の時間差

8.0分
6.2分

◆島原地域は観光拠点が豊富

写真：南島原市企画振興部

原城跡

世界⽂化遺産

雲仙温泉

写真：（⼀社）⻑崎県観光連盟

観光拠点 原城跡

雲仙温泉

◆小野町～長野町間は通過時の

所要時間にばらつきが発生 関西・関東方面へ

選果場：農家等が収穫した農産品を
選別、箱詰し、市場へ共同
で出荷する施設

集荷場：農家等が収穫、箱詰した農
産品を集荷し、市場へ共同
で出荷する施設

主な農産品出荷ルート

しまばら

小野町～長野町

小野町～長野町

諫早IC
いさはや

資料：ETC2.0プローブデータ（R6.4〜R6.12）
※所要時間の上位5%値と下位5%値の時間差で評価

所要時間最短 所要時間最⻑
（赤字：全国順位１０位以内）

ながさき いさはや み な み し ま ば ら し ま ば ら

いさはや

諫早市

お の ま ち な が の ま ち

お の ま ち な が の ま ち

お の ま ち な が の ま ち

お の ま ち な が の ま ち



下関北九州道路 道路－４８
し も の せ き     き た き ゅ う し ゅ う

継続

■下関北九州道路は、下関市、北九州市の都心部を結び、循環型ネットワーク形成により、くらし、産業・物流、観光、
渋滞緩和など地域の一体的発展に寄与するとともに、本州と九州の広域的な人流・物流及び経済活動の活性化を支え
る大動脈、災害時の代替路としての機能・役割を担う道路。

■令和７年度は、引き続き、山口県及び福岡県等の関係自治体と協力しつつ、都市計画・環境アセスメントを進めるた
めの調査を推進。

し も の せ き     き た き ゅ う し ゅ う き た き ゅ う し ゅ うしものせき

《位置図》 《当該地域の課題》

■令和４年９月の台風１４号では、関門橋が通行止めとなり関門トンネルに交通が
集中し、周辺部が渋滞。

■関門トンネル・関門橋を利用する交通需要の約8割は広域交通(地域内外・通過交通)
であり、通行止めにより約7万台/日に影響する可能性がある。

○通行止めによる本州-九州間の
   広域物流への影響

関門トンネル・関門橋
を利用する交通需要の
約８割が広域交通

□関門トンネル・関門橋を利用する交通需要

資料：全国道路・街路交通情勢調査
  自動車起終点調査（H27）

注1）全車で集計
注2）北九州市・下関市を地域内として集計

□通行止めの影響が全国に影響

九州-本州間の通行止めにより
約7万台/日に影響する可能性あり

資料：全国道路・街路交通情勢調査
  自動車起終点調査（H27）

○令和４年９月の台風１４号の影響

ETC2.0プローブ（R4.9.20（火）2：00～3：00）

下関市

北九州市

《路線位置図》

しものせききたきゅうしゅう


